
北アルプスブロック生活排水対策構想 

 

１ 地理的特徴 

県の北西部、北アルプスのふもとに位置し、北部は全国有数の豪雪地帯です。大町市、池田

町、松川村、白馬村、小谷村から成るこの地域は、かつて日本海の塩を運んだ『塩の道』（千国

街道）として知られています。低地には信濃川水系高瀬川や姫川水系姫川が流れ、温泉や湖沼

が点在するなど水資源が豊富です。 

 

２ 生活排水処理とバイオマス利活用の現状と課題 

   

３ 今後の広域化・共同化計画 

上記問題点を解決するため、今後、北アルプス地域においては、処理場の統廃合検討 

（ハード対策）を継続するとともに、維持管理の広域化・共同化（ソフト対策）に、より 

一層重点を置き、検討・協議を進める予定です。 

バイオマスの利活用については、コンポスト化や広域的な汚泥処理や再資源化・資源循環の

検討・協議を進める予定です。 

【現状】 

北アルプス地域において発生した生活排水は、公共下水道３施設、特定環境保全公共

下水道２施設、農業集落排水処理施設９施設、し尿処理施設２施設で処理されています。 

下水道施設から発生した汚泥は、セメント原料化や炭化肥料に再利用され、農業集落

排水やし尿は焼却・埋め立て処理されています。 

【課題】 

排水処理施設の老朽化が進んでおり、それに伴う管路及び機器修繕等による維持管

理費の増加が見込まれているため、施設統合等による効率的な運営が必要です。 

しかしながら平野部では、姫川や高瀬川が流れており、河川両岸に処理場が所在し

ていることから、河川を横断するような施設統合は難しい状況です。 

一方で、中山間地の処理場の統合にあたっては、近隣の処理区域までの距離・地理

的要因が関係するため、経済的な手法等の検討が必要です。 

また、人口減少により、処理水量が減少し、料金収入が減少しているため、業務統

合等の経費節減対策が必要です。 
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          H22        H27        R4        R9         R14        R34 

野平処理区 

（農集） 

構想期間 R5(2023)～R34(2052) 

統合 

松川処理区 
（特環） 

構想策定 

(2010) 

今回の見直し 

(2022) 

短期 

(2027) 

中期 

(2032) 

長期 

(2052) 

構想改定 

(2015) 

切久保処理区 

野平処理区 
丹場処理区 
（農集） 

野平南処理区 
明野処理区 

（小規模） 

大町処理区 

（公共） 

常盤処理区 

（特環） 

大
町
市 

池
田
町 

松
川
村 

白
馬
村 

小
谷
村 

滝沢花見地区 

会染北部地区 
（農集） 

白馬乗鞍処理区 

（特環） 

雨中処理区 
千国処理区 

土倉処理区 
下里処理区 
（農集） 

池田処理区 
（公共） 

白馬処理区 
（公共） 

東部処理区 
（農集） 

統合 維
持
管
理
の
広
域
化 

遠
方
監
視
制
御 

 

南部処理区 
（特環） 

仁科三湖処理区 

（特環） 

社南部処理区 
（農集） 

維
持
管
理
の
共
同
化
、 

施
設
の
広
域
化 

施
設
の
適
正
化
に
つ
い
て

研
究
検
討 

管
理
委
託
業
務
の
一
元
化
（
包
括
外
部
委
託
） 

維
持
管
理
の
広
域
化 

広域化・共同化に向け 

検討・協議 

水
循
環
・
資
源
循
環
の
み
ち
２
０
１
０ 

水
循
環
・
資
源
循
環
の
み
ち
２
０
１
５ 

し尿 
下水道受入 

し尿 
下水道受入 

注１：上記は処理場の統廃合のみを示したものであり、保守・管理や広域化・共同化に関する対策等は記載していません。 

注２：中・長期計画については構想段階のものも含めて記載しているため、確定したものではありません。 
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小谷村

白馬村

大町市

池田町
松川村

白馬乗鞍

雨中

下里

土倉

千国

白馬

野平

松川

池田

社南部

切久保
野平

丹場

大町

白馬山麓事務組合
クリーンコスモ姫川

クリーンプラント
し尿処理施設

□ ：公共下水道施設

△ ：特定環境保全公共下水道施設

○ ：農業集落排水処理施設

☆ ：一部事務組合（し尿処理施設）

：現在（2020→2022）進捗中

：短期、中期計画

：長期的展望

集

約

計

画

北アルプスブロック生活排水処理施設マップ

注：中・長期計画の内容は、構想段階のものも

含めて記載しているため確定したものでは

ありません。
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公共 3 3 3 3 3 3 3

特環 2 2 2 2 2 2 2

農集排 12 9 9 9 9 9 9

その他 0 0 0 0 0 0 0

14

1

1

1
4 白馬村

公　共 1 1 1 1 1 1

特　環

農集排 2 1 1 1 1 1

その他

1 1 11

4

その他

その他

その他

特　環

特　環

農集排

1 1 1

0

4 4 4 4

0

1 1 1 1

5 小谷村

公　共

地域内の全

施設数
全体 14 14 14 14

その他

1

農集排 4 4 4 4

特　環

17

1

3 松川村

公　共

1

農集排 0 0 0
2 池田町

公　共 1 1 1

1 大町市

1 1

特　環

北アルプスブロック生活排水処理施設数の推移と計画

市町村 施設種類

今回構想

備　考
現状

R4

（2022）

短期

R9

（2027）

中期

R14

（2032）

長期

R34

（2052）

基準年

R2

（2020）

今までの取組

農集排

公　共 1

H22

（2010）

H27

（2015）

1 1

4 4

1

4

2 0

1 1

14

1 1

4 4

注１：現状値についてはR4(2022).4.1時点に稼働している施設数を、管理者からの聞取り等により算
出したものを示しています。

注２：中・長期計画については構想段階のものも含めて記載しているため、確定値ではありません。
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1 大町市

2 池田町

3 松川村

4 白馬村

5 小谷村

1 大町市

2 池田町

3 松川村

4 白馬村

5 小谷村

平均 92.287.6

長期計画

R34

（2052）

97.8

98.7

95.7

75

94

69

91

78 82

57.7 71

中期計画

R14

（2032）

97.4

95.5

69

84.980.4

北アルプスブロックの快適生活率及び経営健全度

市町村

79

備　考

95.5

短期計画

R9

（2027）

76

92

81.6

H23

（2011）

H27

（2015）

63.3

88

R2

（2020）

快適生活率（％）

これまでの実績 今後の目標

83.9

市町村

経営健全度（％）【経営状況ポイント】

73.8 79.8

94.4

66

87

92

63

86 90

85.3

備　考

これまでの実績 今後の目標

H23

（2011）

H27

（2015）

R2

（2020）

短期計画

R9

（2027）

中期計画

R14

（2032）

長期計画

R34

（2052）

41

36 35 32 32 36 53

34 34 33 33 34

53

34 33 33 33 33 36

35 37 37 36 38

32.2 41.4平均 31.2 31.6 30.6 30.4

2417 19 18 18 20

注：市町村構想におけるＦ値と異なり、経営状況ポイント【使用料収入／（起債元利償還金＋維持
管理費）】により比較表を作成しています。

注：快適生活率【（下水道等への接続人口＋浄化槽設置人口）／行政人口×100（％）】によ
り比較表を作成しています。
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○下水道汚泥 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○し尿・浄化槽汚泥 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

汚泥集約処理 
の協議、検討 

県内利用・広域化 
の検討 

R42 H22 R4 R9 

構想期間 R5（2023）～R34（2052） 

広
域
的
な
汚
泥
処
理 

 

再
資
源
化
・
資
源
循
環
の
検
討 

R14 R34 
短期(2027) 中期(2032) 長期(2052) 構想策定(2010) 今回見直し 

大町市 

池田町 

松川村 

白馬村 

小谷村 

民間委託 

セメント原料化・肥料化 
 

民間委託 
セメント原料化・コンポスト化 

 

R42 H22 R4 R9 

構想期間 R5（2023）～R34（2052） 

広
域
的
な
汚
泥
処
理 

 

再
資
源
化
・
資
源
循
環
の
検
討 

R14 R34 
短期(2027) 中期(2032) 長期(2052) 構想策定(2010) 今回見直し 

大町市 

池田町 

松川村 

白馬村 

小谷村 

焼却・埋め立て 

焼却・埋め立て 
 

穂
高
広
域
施
設
組
合 

【
地
域
外
】 

白
馬
山
麓
事
務
組
合 

【
地
域
内
】 

下水道投入 
（白馬処理区） 

焼却・埋め立て 
下水道投入 

民間委託 

セメント原料化・肥料化 
 

民間委託 肥料化 
 

民間委託 
セメント原料化・肥料化 

 

注：中・長期計画については構想段階のものも含めて記載しているため、確定したものではありません。 
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小谷村

白馬村

大町市

池田町
松川村

白馬乗鞍

雨中

下里

土倉

千国

白馬

野平

松川

池田

社南部

切久保
野平

丹場

大町

□：公共下水道施設

△：特定環境保全公共下水道施設

○：農業集落排水処理施設

☆：一部事務組合（し尿処理施設）

白馬山麓事務組合
クリーンコスモ姫川

クリーンプラント
し尿処理施設

北アルプスブロックバイオマス利活用マップ

注：中・長期計画の内容は、構想段階のものも

含めて記載しているため確定したものでは

ありません。
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北アルプスブロック　広域化・共同化実施メニュー

短期実施計画

大町市 池田町 松川村 白馬村 小谷村 備　考

白馬山麓事務組合 ■ ■ し尿・浄化槽汚泥

穂高広域施設組合【ブロック外】 ■ ■ し尿・浄化槽汚泥

公共下水道の流域下水道への統合 ー ー

農業集落排水の流域下水道への統合

公共下水道同士の統合 ー

農業集落排水同士の統合 ー ー

農業集落排水の公共下水道への統合 ー ◎ ー ー

農集排汚泥・浄化槽汚泥の下水道受入れ ー ー ー ○ ○

し尿の下水道受入れ ー ー ー ○ ○

汚泥処理の広域化 ー ー ー ○ ○

維持管理業務の広域化・共同化 ○ ー ○ ー ○

水質検査・特定事業所排水指導の共同化 ○ ー ○ ー ー

危機管理の共同化 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
災害時支援ルール策定済み

【大北ブロック】

公民連携の推進 ー ー ー ー ー

ＤＸの推進 ー ー ー ー ー

人材育成・技術研修等の共同化 〇 〇 〇 〇 〇

中・長期実施計画（将来構想を含む。）

大町市 池田町 松川村 白馬村 小谷村 備　考

白馬山麓事務組合 ■ ■ し尿・浄化槽汚泥

穂高広域施設組合【ブロック外】 ■ ■ し尿・浄化槽汚泥

公共下水道の流域下水道への統合 ○ ー 犀川安曇野流域下水道

農業集落排水の流域下水道への統合

公共下水道同士の統合 ー

農業集落排水同士の統合 ー ー

農業集落排水の公共下水道への統合 ー ◎ ー ー

農集排汚泥・浄化槽汚泥の下水道受入れ ○ ○ ー ◎ ◎

し尿の下水道受入れ ○ ○ ー ◎ ◎

汚泥処理の広域化 ○ ○ ○ ○ ○

維持管理業務の広域化・共同化 ○ ○ ○ ○ ○

水質検査・特定事業所排水指導の共同化 ○ ー ○ ー ー

危機管理の共同化 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

公民連携の推進 ー ー ー ー ー

ＤＸの推進 ー ー ー ○ ー

人材育成・技術研修等の共同化 〇 〇 〇 〇 〇

■ 一部事務組合又は流域下水道の事業範囲

◎ 実施済み

〇 実施予定あり(一部完了で拡大予定を含む。）

― 実施予定なし

該当なし

ハ

ー

ド

連

携

ソ

フ

ト

連

携

凡例

ハ

ー

ド

連

携

ソ

フ

ト

連

携
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■大町市「水循環・資源循環のみち 2022」構想 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 

大町市「水循環・資源循環のみち 2022」構想 

令和４年度策定 

 大町市は、長野県北西部に位置し、西側に標高 3,000m を超える急峻な北アルプスの山々が連なり、
中央に北から南へと幅広く平坦な低地を挟んで、東側に比較的なだらかな山地が広がっています。県境
となる北アルプスを源とする清流鹿島川、篭川が合流し高瀬川となり、また、仁科三湖と称される青木
湖、中綱湖、木崎湖の天然湖沼と、水力発電開発による高瀬ダム、七倉ダム、大町ダムの人造湖があり、
豊かな水資源に恵まれた地域となっています。 

また、信濃川水系の最上流部に位置し、北アルプスなどを源とする清浄で豊富な水資源は、古くから
人々の生活に大きく関わり、地域産業の発展に大きく寄与してきました。しかし、時代の変化や生活水
準が向上する一方で、家庭や事業所などから出された排水が河川や湖などの公共用水域の水質を悪化
させてしまうことが懸念されます。信濃川水系の最上流部で暮らす私たちの責務として、水質保全に貢
献する下水道の整備は、当市の重要な取り組みの一つとなっています。 

 この豊かな自然環境の保全、衛生的な環境改善を目的に平成２年度から生活排水対策として、公共下
水道事業、農業集落排水事業、浄化槽設置事業を「大町市下水道整備構想エリアマップ」を基本構想と
して、これまでに処理区域や処理人口の見直しによる計画変更を重ね、現状に即した生活排水対策を進
めてきました。しかし、今後の人口減少や高齢化の進展など社会情勢の変化に伴い、既存施設の機能維
持や利用者の利便性と快適性を維持していくために、時代のニーズに対応した適切な維持管理のもと
運営を行っていく必要があります。 
 このため、将来を見据えた経営方針の見込みをたて、既存施設の適切な改修と更新、維持管理の効率
化、処理場の統合等を検討し、生活排水施設の持続的な運営と良好な水と資源の循環を目指すため、令
和４年度に従来の構想を見直して、30 年後までの生活排水対策の構想である「大町市 水循環・資源
循環のみち 2022」を策定しました。 

大 町 市 の 指 標 と 目 標

 大町市では、構想の長期目標年度である 30 年後を見据えて、利用者（住民）の立場から見た指標と事
業者（大町市）から見た指標として、県下の統一指標のほか、大町市の現状を把握した上で独自指標を設
定し、短期、中期、長期の目標を以下のとおり設定しました。 

利用者(住民)の 
立場から見た 

指 標 

現状（R2） 
（2020） 

短期目標(R9)
（2027） 

中期目標(R14) 
（2032） 

長期目標(R34)
（2052） 

事業者(大町市)の 
立場から見た 

指 標 
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■大町市「水循環・資源循環のみち 2022」構想 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・未整備区域への取組 

・浄化槽整備に関する取組 

・施設の広域化、共同化の推進 

・持続可能な経営の推進 

 

◆利用者（住民）の立場から見た指標 

★各指標の数値は、現状(R2)→短期目標(R9)→中期目標(R14)→長期目標(R34)における目標数値 

（１）暮らしの快適さと安全を表す評価項目 

A 快適生活率（％）：75.5 → 81.6 → 85.3 → 97.8 【県下統一指標】 
※生活排水施設（下水道等、浄化槽）を全市民が利用できる指数（生活排水施設接続人口／行政人口×100） 

 ➀ 公衆トイレ快適率（％）：77.8 → 79.5→ 85.4 → 100.0 【市独自指標】 
 ※市内公衆トイレの水洗化率（水洗化済公衆トイレ（箇所）／市内全公衆トイレ（箇所）×100） 

（２）環境への配慮を表す評価項目 

 B 環境改善指数（％）：58 → 62 → 66 → 70 【県下統一指標】 
 ※身近な河川がきれいになったと実感できる指数（目標値 100） 

 ② 浄化槽の適正管理率（％）：75.7 → 85.6 → 91.2 → 100.0 【市独自指標】 
 ※浄化槽法第 11 条に基づく適正判定率（適正判定浄化槽基数／市内の浄化槽設置基数×100） 

（３）生活との関連を表す評価項目 

 C 情報公開実施指数（％）：70.3 → 77.5 → 79.0 → 88.4 【県下統一指標】 
 ※広報、ホームページ等による情報公開指数（目標値 100） 

 ③ 環境学習実施率（％）：66.7 → 75.0 → 87.5 → 100.0  【市独自指標】 
 ※市内小学校での環境学習実施状況 

（【上下水道施設見学を実施した小学校数+市内小学校における訪問展示実施数】／【市内の全小学校数+訪問展示受入学校数】×100）

ア ク シ ョ ン プ ラ ン へ の 取 組 

◆事業者（大町市）の立場から見た指標 

★各指標の数値は、現状(R2)→短期目標(R9)→中期目標(R14)→長期目標(R34)における目標数値 

（１）事業の達成度を表す評価項目 

 D 汚水処理人口普及率（％）：94.5 → 97.0 → 97.8 → 98.7 【県下統一指標】 
 ※下水処理区域内人口と浄化槽設置人口の合算の割合（供用開始区域内人口+浄化槽設置人口／行政人口×100） 

 ④ 個別処理区域内の普及率（％）：78.6 → 88.3 → 92.5 → 100.0 【市独自指標】 
 ※個別処理区域内の浄化槽を設置している人口（浄化槽設置人口／個別処理区域内人口×100） 

（２）環境への貢献を表す評価項目 

 E バイオマス利活用率（％）：62.2 → 70.2 → 75.3 → 92.1 【県下統一指標】 
 ※発生汚泥の利活用の割合（汚泥の有効利用量(堆肥化、セメント原料化等)／全バイオマス発生量×100） 

 ⑤ 水質保全貢献率（％）：97.8 → 98.1 → 98.3 → 99.1 【市独自指標】 
 ※流入水質に対して、処理施設での除去（処理）された放流水の水質状況を表す指標 

（1-放流水 BOD／流入水 BOD）×100 

（３）経営の長期的な状況を表す評価項目 

 F 経営健全化指数（％）：80 → 80 → 83 → 100 【県下統一指標】     
 ※生活排水処理全体における経営状況の指数 

 ⑥ 一般会計繰入額削減率（％）：0 → 21.6 → 32.4 → 79.5 【市独自指標】 
 ※一般会計繰入額を削減させた取組を表す率（1-当該年度の一般会計繰入額/令和２年度（基準）の一般会計繰入額）×100） 
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■大町市「水循環・資源循環のみち 2022」構想 

 

 
 

 

 

 大町市では、経営計画に基づき構想の具現化及び目標達成のため、短期、中期、長期にわたって施設計

画等のタイムスケジュールを以下のとおりとしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・将来にわたり安定的な下水道事業を継続していくため、事業計画を含めた経営戦略の改定や、使用料の

水準等について、住民の代表者で構成した経営審議会を定期的に開催し審議します。 

・水環境の啓発として行っている市内小学生の下水道処理場（大町浄水センター）施設見学について、引

き続き実施し、学習の場を提供します。 

 

 

 

 

 

 

施設計画のタイムスケジュール 

大 町 処 理 区 
（公 共） 

仁科三湖処理区 
（特 環） 

常 盤 処 理 区 
（特 環） 

社 南 部 処 理 区 
（農 集） 

切 久 保 処 理 区 
（農 集） 

明 野 処 理 区 
（小規模） 

野 平 南 処 理 区 
（小規模） 

野 平 処 理 区 
（農 集） 

舟 場 処 理 区 
（農 集） 

水
循
環
・
資
源
循
環
の
み
ち
２
０
１
０ 

構想期間 R4(2022)～R34(2052) 

長
寿
命
化
計
画 

長
寿
命
化
対
策 

最
適
整
備
構
想
策
定 

 

Ｓ
Ｍ
計
画
策
定 

Ｓ
Ｍ
事
業
実
施 

対
策
工
事

実
施 

維
持
管
理
の
共
同
化
、 

施
設
の
広
域
化 

し
尿
受
入
れ
施
設
の 

計
画
・
実
施 

住 民 参 画 へ の 取 組 

H22 R4 R34R14 R9 R42

構想策定 
（2010） 

短期 
（2027） 

中期 
（2032） 

長期 
（2052

今回 
見直し

R11 

～  

R17 

R5～ 

管
理
委
託
業
務
の
一
元
化
（
包
括
外
部
委
託
） 

水
質
検
査
委
託
と
薬
剤
購
入
の
共
同
化
・
業
務
内
容
の
拡
大 

周辺事業体との
広域化への 
研究検討 

施
設
の
適
正
化
に
つ
い
て
研
究
検
討 
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■大町市「水循環・資源循環のみち 2022」構想 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大町市「生活排水エリアマップ 2022」 

令和４年度策定 

 豊かな自然環境の保全、衛生的な環境改善を目的に平成 2 年度から生活排水対策として、「大町市下
水道整備構想エリアマップ」を基本構想とし、随時区域の見直しを行いながら整備を進めてきました。

「生活排水エリアマップ2022」は、持続可能な生活排水施設の観点から経営計画を長期にわたって
検討した上で、既存施設の機能維持と効率化を検討し、施設の統合などを含め作成しました。 

■「生活排水エリアマップ 2022」の概要 
【短期】個別処理区域における浄化槽設置の促進 
【中期】分散する農業集落排水施設の統廃合の検討 
【長期】圏域を越えた処理区との広域化・共同化に向けた検討・協議の促進 

 

松川村 

木崎湖 

高瀬川 

農具川 

個別処理区域 

（浄化槽） 

Ｔ 

松川処理区へ
流入 

常盤処理区 
(特 環) 

大町処理区 

(公 共) 

公共下水道・特環公共下水道・農業集落排水・小
規模集合排水の区域外は、全て浄化槽による個別
処理区域です。 

長野市 

大町市 

Ｔ

Ｔ

Ｔ 

Ｔ

Ｔ 

切久保処理区

(農 集)

明野処理区

(小規模)

野平処理区

(農 集)

舟場処理区

(農 集)

野平南処理区 

(小規模) 

池田町 

隣接事業体と広域化の検討 

社南部処理区

(農 集)Ｔ

生 活 排 水 エ リ ア マ ッ プ 2 0 2 2 ( 概 要 図 )

仁科三湖処理区域 

（特 環） 
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■大町市「水循環・資源循環のみち 2022」構想 

 

 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※将来人口(全体)は、国立社会保障・人口問題研究所が発表した「日本の市町村別将来推計(平成 30 年

3 月推計)」を参考に算出。 

 

 

 

（１）下水道接続率の向上への取組 

  ・生活環境の改善、及び公共用水域の保全を図るため、未水洗化住宅に対する水洗化促進に努め、下

水道接続率の向上を図ります。 

（２）未整備区域への取組 

  ・公共下水道計画区域内に一部未整備区域がありますが、この区域は、白地農地などとなっており、

今後土地利用の動向を注視しながら、必要に応じ、整備区域等の見直しについて検討を行います。 

（３）浄化槽整備に関する取組 

  ・個別処理区域については、浄化槽の設置には国・県・市からの補助金交付事業を行い、維持管理に

ついては市単独の管理費補助金交付事業を実施し、普及促進と適正な水質管理に努めます。 

  ・山間部や農村部を中心とした個別処理区域は、少子高齢化や担い手不足が進み、未水洗化住宅が残

っています。市では大町市浄化槽管理組合と連携し、広報や講演会などの啓発活動を行い、未水洗化

住宅の水洗化を促進し、集合処理区との衛生的な生活格差の解消に努めます。 

 

ア ク シ ョ ン プ ラ ン へ の 取 組 

26,630 

23,285 

21,365 

13,530 

将来人口と整備手法別区域内人口推移 
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■大町市「水循環・資源循環のみち 2022」構想 

 

 
 

 

 

（１）公共下水道における取組 

・常盤処理区については、松川浄水苑において広域処理を行っており、共同事業体である松川村をは

じめ、近隣事業体とも協議を重ね、長期的な視点で圏域を超えた統合について検討を行います。 

  （２）農業集落排水における取組 

・農業集落排水区域については、点在する処理区が多い中、社南部処理区が大町市の最南端に位置し

ており、地理的な環境を踏まえ、中期的な視点で近隣事業体との広域化について検討を行います。 

  （３）小規模集落排水における取組 

・市のまちづくり構想と連携を図りながら、今後の社会環境の変化等に合わせ、必要に応じ、既存排

水処理施設の適正化や在り方等について検証を行います。 

 

 

 

（１）地震被害想定への取組 

  ・緊急輸送路線や指定避難所周辺等を中心とした幹線管きょや耐震性能の低い路線を中心に、管き

ょ施設のストックマネジメント計画に併せて、短期から中期にかけて調査を行い、必要に応じ改修

など対策を図ります。 

  ・震災時は、住民からの通報や自動監視装置の情報をもとに施設管理委託業者と連携して被災箇所

の特定と対応策について、防災無線や市の緊急メール等で状況を配信し、住民への周知を図ります。 

（２）浸水被害想定への取組 

・市のホームページで、100 年確率降雨を想定としたハザードマップを公表しています。今後、自

然災害による浸水被害の軽減や防災対策を図り、内水浸水想定区域を示す氾濫ハザードマップを作

成し、水害リスク等の情報提供を行います。 

・浸水想定区域内の管きょ施設のマンホールポンプ場については、分電盤など施設の浸水被害を想

定し、被災時の応急復旧体制の構築に努めます。 

（３）防災減災の取組 

・災害を想定した対応については、大町市下水道事業業務継続計画（BCP）において、地震、停電、

浸水等の発災の対応マニュアルを策定しており、それぞれマニュアルに沿った対応としております。

当計画は、国の策定マニュアル改定に併せ、当市においても必要な見直しを進め、より実践的な内容

で運用していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活排水施設の統合について 

防 災 ・ 減 災 対 策 へ の 取 組 
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■大町市「水循環・資源循環のみち 2022」構想 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・し尿処理施設の廃止が中期に予定されていることから、し尿の公共下水道施設で受け入れ時期につい

て、し尿処理量の推移と予測を確認しながら、下水道施設への早期受入について検証を進めます。 

・大北地区の市町村で構成する「大北地域下水汚泥等広域処理促進協議会」において、下水道汚泥や下水

道処理場の広域的処理及び維持管理について調査研究を重ね、広域圏域での一括契約について検討を進

めます。 

 

大町市「バイオマス利活用プラン 2022」 

令和４年度策定 

 大町市の生活排水汚泥（バイオマス）の処理処分は、現在、県外のセメント工場及び県内の堆肥工場
への搬出と、市内において焼却埋め立てを行っておりますが、その経費は経営にとって大きな負担にな
っています。 
 そのため、「バイオマス利活用プラン 2022」では、バイオマスを広域で集約化し、経費節減を図っ
ていくとともに、周辺事業体と共同しバイオマスの利活用を目指すこととしています。 

大町市におけるバイオマス利活用プラン 

アクションプランへの取組 

    
【現 状】                  
                      
                      
                      
 
               

経費が大きく、経営圧迫 
 
 
 
 
【目 標】 
 
 
 

 
 
経費が節減され、経営が健全 

 

生活排水汚泥 

搬出 セメント原料・堆肥 

焼却・埋め立て 

広域化による汚泥の集約処理生活排水汚泥 

下水道汚泥 

農集・小規模・し尿汚泥

再資源化

再資源化 
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■大町市「水循環・資源循環のみち 2022」構想 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       

    

             

【短期】 

■下水道・・・・・・・・・・・・・民間委託処理（セメント原料化、肥料化） 

■し尿、農集排、浄化槽・・・・・・し尿処理施設において焼却埋め立てしているし尿等について、

中期に向け、大町浄水センターでの受入れについて検討・調整

【中期】 

 ■下水道、し尿、農集排、浄化槽・・し尿処理施設を廃止し、大町浄水センターで受入れ実施 

 【長期】 

■下水道、し尿、農集排、浄化槽・・広域化による集約処理（再資源化） 

○下水道利用者が増え

ると、汚泥発生量も増加

します。 

○浄化槽、し尿の汚泥量

は減少しますが、総汚泥

量は増加し、下水道への

接続が停滞状態になる

と汚泥量も安定します。

 

浄化槽・し尿

下 水 道

汚

泥

量

汚

泥

量

年 度

年 度

年 度 

汚 

泥 

量 

総汚泥量 

農業集落排水 

汚 

泥 

量 

年 度 

   構想期間 R4(2022)～R34(2052) 

農集排 

下水道 

浄化槽 

し 尿 

 

 

広域

処理

 

 

資源

利用

焼却埋立 

脱セ

 

 

広域 

処理 

 

 

資源 

利用 

＊脱 セ：脱水汚泥セメント化 

＊脱堆肥：脱水汚泥堆肥化 

スケジュール 

R42R4 R9 R14 R34 

短期(2027) 中期(2032) 長期(2052) 

し尿処理

施設廃止

下水道受入

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H22

脱
セ
＋
脱
堆
肥 

脱セ＋脱堆肥 

バイオマス発生量予測 
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■大町市「水循環・資源循環のみち 2022」構想 

 

 
 

スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■汚泥搬出の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【短期】・県内の利活用と広域化の検討 
【中期】・広域化が可能な事業体間の汚泥集約処理について協議、検討 
【長期】・広域化が可能な事業体においてバイオマス広域集約（肥料、固形燃料などへの再資源化）
    ・広域連携による資源循環 

広 域 的 な バ イ オ マ ス 利 活 用 プ ラ ン

大町市 

周辺 

事業体 

R42 R4 R9 R14 R34 

短期(2027) 中期(2032) 長期(2052)現状 

個別処理 

↓ 

利活用 

個別処理 

↓ 

利活用 

広域的な 

汚泥集約 

↓ 

再資源化 

↓ 

資源循環 
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■大町市「水循環・資源循環のみち 2022」構想 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大町市「経営プラン 2022」 

令和４年度策定 

 大町市では、平成８年度に公共下水道（大町処理区）の一部と社南部の農業集落排水施設が供用開始

して以来、９つの処理区が供用しています。その経営状況は、使用料収入のほか、一般会計からの繰入

金によって賄われています。 

 このため、将来にわたって持続可能な経営を検討していく必要があり、将来の経営方針を見通したう

えで、構想の長期目標年度である 30 年後までに実現可能な改善及び経営方針を検討し、「経営プラン

2022」を策定しました。 

大町市における生活排水の経営計画 

 平成２２年度までに公共下水道事業及び特定環境保全公共下水道事業における管きょ整備は概ね完了し、

水洗化人口は整備にあわせて増加しましたが、近年はほぼ横ばいで、使用料収入については新型コロナウイ

ルス感染症の影響により微増傾向にあります。経費回収率は一部の事業を除き、100％を上回っています。

本構想期間（令和 34 年度まで）を見ると、維持管理費については使用料収入で賄うことが可能ですが、

起債元利償還金を含めた管理運営費全体を、使用料収入で賄うことは困難であるため、国の基準に基づいた

一般会計からの繰入金が今後も必要となります。また、人口減少や有収水量の減少により、使用料収入も減

少していくことが予想されることから、水洗化促進やライフサイクルコストの低減など、積極的な経営努力

を行いながら、今後、使用料水準についても経営審議会において検討が必要となります。 

 処理場の維持管理については、（公財）長野県下水道公社へ包括外部委託を行うことで、専門的な知識を有

する委託事業者による創意工夫やノウハウを活用した、効率的かつ効果的な運営が図られ、維持管理費用を

抑えることができています。建設改良については、各事業においてストックマネジメント全体計画等に基づ

き、将来必要となる経費を見据えながら、処理場及び管きょについて、優先順位を考慮し、計画的かつ平準

化された施設更新を実施していきます。 

今後は、下水処理場の施設空間を活用した太陽光発電整備など、再生可能エネルギー導入による脱炭素社

会への構築など研究を進めつつ、維持管理の効率化による経費の抑制や、ストックマネジメント全体計画に

よる計画的な施設更新を実施し、安定した経営を継続していくとともに、広域化・共同化による維持管理費

の縮減を周辺事業体と協議し、検討していきます。 

ア ク シ ョ ン プ ラ ン へ の 取 組 

計画的な施設更新と更新費用把握のため、ストックマネジメントの進捗管理を行うとともに、短期（令和

９年度）を目途にストックマネジメント計画等の見直しを行います。 

周辺事業体と維持管理共同化の範囲や方法について、経済比較を行いながら検討していきます。 

また経営戦略についても、PDCA サイクルを通じて進捗管理を行い、より質の高い経営戦略となるよう

見直しを行います。 
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■大町市「水循環・資源循環のみち 2022」構想 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上記のグラフより、現状においては施設の維持管理費を使用料収入のみで賄うことは可能ですが、起債償還

を含めた管理運営費全体を賄うことは困難であるため、国の基準に基づいた一般会計からの繰入金で不足分を

補っております。令和４年以降、起債償還が減少していくことで、管理運営費も減少で推移するため、一般会

計からの繰入金も少なくなることから、長期目標である R34 年度までには使用料収入で管理運営費全体を賄

うことといたします。 

 この間にも処理施設の長寿命化に伴う更新・改築は、ストックマネジメント基本計画に基づく、優先順位を

考慮した計画的な実施により、建設費（整備費）への投資も平準化が図られ、建設費の財源となった事業債の

起債償還も一定の水準で安定していきます。 

  

 

 

 

 

構想期間 R4(2022)～R34(2052) 

構想策定 
（2010） 

短期
（2027）

中期
（2032）

後期 
（2052） 

経 営 計 画 

今回
見直し 

A 管理運営費…「起債償還額」+「維持管理費」の合算したもの 

B 使用料収入…下水道使用者からの使用料収入額 

C 起債償還額…「E 建設費」において借り入れた下水道事業債の償還額 

D 維持管理費…生活排水処理施設を維持管理するのに必要な費用（管理委託費や修繕費、光熱水費など） 

E 建設費…生活排水処理施設を新設もしくは改築するために必要な整備費 

A 

C 

B 

D 

E
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■大町市「水循環・資源循環のみち 2022」構想 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広 域 化 に よ る 管 理 経 営 

【短期】維持管理共同化の範囲、方法、経済比較について検討 

【中期】広域化が可能な事業体間において最適な方法について協議、検討 

【長期】広域化による共同維持管理 

経 営 基 盤 の 向 上 対 策

 今後、積極的な経営努力を下記のとおり徹底していきます。 

・近隣の事業体との下水道汚泥処理や処理場の広域化や維持管理の共同化による効率的かつ効果的な事業運営

・ストックマネジメント計画に基づく施設の持続的な機能確保やライフサイクルコストの低減による中長期的

な視点から投資の平準化 

・下水道処理施設の運転管理における民間活力の利用 

・さらなる下水道接続促進や水洗化率の向上への取組 

 

また、今後、高齢化や人口減少により有収水量が減少し、使用料収入が減少することが見込まれることから、

事業評価や段階的な収支計画の見直しなどの進捗管理を行い、定期的に開催する経営審議会を通じて経営状況

の「見える化」に努め、適正な下水道経営や使用料水準について審議していきます。 
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■大町市「水循環・資源循環のみち 2022」構想 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現 状 把 握 と 効 果 検 証 

■大町市「水循環・資源循環のみち 2015」構想の見直しに当たり、事業者が構想における現状と

効果検証を行いました。その結果は次のとおりです。また、その結果を基に指標内の一部見直しを

行いました。 

指標
現状把握

（令和２年度末現在）
効果検証結果 見直し方針

A:快適生活率 75.5
Ａ指標は、目標どおり進んでい

ます。
A指標は、目標どおり進めます。

①:公衆トイレ快適率 89.1
①指標は、目標の95.9％に達していま

せん。当初の公衆トイレにおける統廃

合計画との乖離が原因と考えます。

①指標は、水洗化の考え方を見直し、

目標を再設定して、取り組みを進めま

す。

B:環境改善指数 54
Ｂ指標は、目標どおり進んでい

ます。
Ｂ指標は、目標どおり進めます。

②:浄化槽適正管理率 93.1
②指標は、目標の95.2％に達していま

せん。浄化槽設置者の適正管理が不十

分であることが原因と考えます。

②指標は、全体数の考え方を「検査受検基

数」から「市内の浄化槽設置基数」に見直

し、目標を再設定し、取り組みを進めま

す。

C:情報公開実施指数 62.3

C指標は、目標の64.5％に達していません。市

ホームページや各種調査への協力による情報公

開を行っておりますが、提供する情報が少ない

のが原因と考えます。

C指標は、公開する情報量を増やす等の情

報公開を強化し、目標数値を見直し、目標

達成に向けた取り組みを進めます。

③:環境学習実施率 100
③指標は、目標どおり進んでい

ます。

③指標は計画当初より100％で推移し

ているため、環境学習の幅を広げ、目

標を再設定し、取り組みを進めます。

D:汚水処理人口普及率 94.5
Ｄ指標は、目標どおり進んでい

ます。
Ｄ指標は、目標どおりに進めます。

④:個別処理区人口普及率 78.6
④指標は、目標どおり進んでい

ます。
④指標は、目標どおりに進めます。

E:バイオマス利活用率 62
Ｅ指標は、目標どおり進んでい

ます。
E指標は、目標どおりに進めます。

⑤:処理水量当たりの電力使用量の削減率 30.1
⑤指標は、目標どおり進んでい

ます。

⑤指標は、環境への貢献をより分かりやす

く示すため、「水質保全貢献率」に指標を

変更し、目標を再設定して、取り組みを進

めます。

F:経営健全指数 32

F指標は、目標の91％に達していませんが、当

市は起債元利償還を含めた管理運営費全体を使

用料収入のみで賄うことは困難であり、繰入金

等が必要となるため、当初シミュレーションの

数値誤りと考えます。

F指標は、目標数値を見直し、目標

達成に向けた取り組みを進めていき

ます。

⑥:処理水量当たりの管理委託料の削減 23.3
⑥指標は、目標どおり進んでお

ります。

⑥指標は、経営状況をより分かりやすく示

すために、「繰入金額削減率」に指標を変

更し、目標を再設定して、取り組みを進め

ます。
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■大町市「水循環・資源循環のみち 2022」構想 
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大町市建設水道部 上下水道課 

〒398-8601 長野県大町市大町 3887 

TEL：0261-22-0420 

FAX：0261-23-5132 

公式 HP：http://www.city.omachi.nagano.jp 

E-mail：jougesui@city.omachi.nagano.jp 
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■池田町「水循環・資源循環のみち 2022」構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 池田町は、中心部に○○川が流れその川を中心とした自然環境豊かな宿場町とし
て発展してきました。 
この自然環境や水環境を後生に残すため、平成○年から生活排水対策（下水道、

農集排、浄化槽）を進めてきましが、人口減少や高齢化の進展など社会情勢の変化
への対応が求められています。 
また、生活排水施設は、機能の維持や利用者である住民の皆様の利便性や快適性

を持続していくため、今後とも適切な維持管理のもと運営を行っていく必要があり
ます。 
 このため、50年先を見据えた経営計画に基づき、処理場の統合、汚泥処理の集約
化、維持管理の効率化等を検討し、生活排水施設の持続的な運営と良好な水と資源
の循環を目指すため、20年後までの生活排水対策の構想である「池田町 水循環・
資源循環のみち２０１０」を策定しました。 

池田町の指標と目標 

利用者(住民) 

の立場から 

見た指標 

事業者(市町

村)の立場か

ら見た指標 

長期目標(R34) 
(2052年)目標 

中期目標(R14) 
(2032年)目標 

短期目標(R9) 
(2027年)目標 

現状(R2) 
(2020) 

池田町では、構想の長期目標年度である30年後の令和34年度に向けて、利用者（住民）の
立場から見た指標と事業者から見た指標として、県下の統一指標のほか、当町の現状を把握し
た上で、オリジナル指標を設定し、短期、中期、長期の目標を以下のとおり設定しました。 

池田町『水循環・資源循環のみち２０22』構想 

令和 4 年度策定   

 池田町は、長野県の北西部に位置し、北アルプスを源流とする高瀬川左岸に広が
る地に古来より宿場町として発展してきました。 
この自然環境や水環境を後生に残すため、平成４年から生活排水対策（下水道、

農集排）を進めてきましたが、人口減少や高齢化の進展など社会情勢の変化への対
応が求められています。 
また、生活排水施設は、機能の維持や利用者である住民の皆様の利便性、快適性

を持続していくため、今後とも適切な維持管理のもと運営を行っていく必要があり
ます。 
 このため、2010年から 50年先を見据えた経営計画に基づき、処理場の統合、
汚泥処理の集約化、維持管理の効率化等を検討し、生活排水施設の持続的な運営と
良好な水と資源の循環を目指すため、令和４年度に従来の構想を見直して、30年後
までの生活排水対策の構想である「池田町 水循環・資源循環のみち 2022」を策
定しました。 

■利用者（住民）の立場から見た指標  ※指標の数字はR2→R9→R14→R34を表す 
（1）暮らしの快適さと安全を表す評価項目 
Ａ快適生活率(%)：92.1→95.5→97.4→98.7 【県下統一指標】 
 ※指標の解説は第１章P5のとおり 
①処理区域内の未加入人口：55→45→39→25 
 下水道処理区域内の未加入人口。 

（2）環境への配慮を表す評価項目 
Ｂ環境改善指数(%)：60.0→76.0→88.0→92.0 【県下統一指標】 
 ※指標の解説は第１章P5のとおり 
②川の汚れ率(％)： 77.0→88.0→90.0→100 
 水質検査によるＢＯＤ値。現在を50％とし0.5に近づくよう設定 

（3）生活との関連性を表す評価項目 
Ｃ情報公開実施指数(%)：91.1→91.1→91.1→91.1 【県下統一指標】 
 ※指標の解説は第１章P5のとおり 
③使用料収納率(%)：99.9→99.9→99.9→99.9 
 使用料収入額／使用料調定額×100 
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■池田町「水循環・資源循環のみち 2022」構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設計画のタイムスケジュール 

■事業者（市町村）の立場から見た指標  ※指標の数字はR2→R9→R14→R34を表す 
（1）事業の達成度を表す評価項目 

D汚水処理人口普及率(%)：98.6→97.6→98.3→99.7 【県下統一指標】 
 ※指標の解説は第１章P5のとおり 
④水洗化率（%）    ：93.7→96.0→99.0→99.0 
 町全体の水洗化率（浄化槽を含む） 

（2）環境への貢献を表す評価項目 
Eバイオマス利活用指数(%)：82.2→82.4→82.5→82.9 【県下統一指標】 
 ※指標の解説は第１章P5のとおり 
⑤浄化槽法定検査受検率(%)：60.0→63.0→65.0→70.0 
 法定検査受検個数／全浄化槽数×100 

（3）経営改善の状況を表す評価項目 
Ｆ経営健全度(%) ：60.0→60.0→68.0→100.0 【県下統一指標】 
 ※指標の解説は第１章P5のとおり 
⑥有収率（％）：82.9→83.9→85.9→89.0 
 年間調定水量／年間流入水量×100 

 

池田町では、経営計画に基づき構想の具現化及び目標達成のため、短期、中期、長期及び超
長期にわたっての施設計画等のタイムスケジュールを以下のとおりとしています。 

住民参画への取組 

【現在】処理場見学会の実施、小学生校外学習の実施。 
【短期】処理場見学会の開催、未接続世帯への接続可能調査。 
【中期】水環境に係る住民参画型イベントの開催 
【長期】     ―〃― 

アクションプランへの取組 

・生活排水エリア 
集合処理区域は整備が完了しています。今後は個別処理区域の整備促進に取り組みます。 

・バイオマス利活用プラン 
 集合処理の汚泥は全量が有効利用されています。さらに運転管理による減量化を図ります。 
・経営プラン 
 農集排の統合が完了し、運転管理の包括的民間委託も導入しています。引き続き経費削減に
努めます。 

池田処理区 
（公共） 

滝沢花見地区 
（農集） 

会染北部地区 

（農集） 

R42 H22 H27 R9 R14 R34 

統合 

構想期間 R4(2022)～R34(2052) 

短期 
(2027) 

中期 
(2032) 

長期 
(2052) 

維
持
管
理
の
広
域
化 

し
尿
の
下
水
道

受
入
を
検
討 

水
循
環
・
資
源
循
環
の
み
ち
２
０
１
０ 

南部処理区 

（特環） 

大
北
広
域
で
脱

水
汚
泥
の
広
域

処
理
を
検
討 

流
域
下
水
道
へ
の
接
続
を
検
討 

今回 
見直し 

R4 

2010 

構想策定 
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■池田町「水循環・資源循環のみち 2022」構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

池田町『生活排水エリアマップ 2022』 

令和４年度策定   

 池田町の生活排水施設整備は、平成３年に基本となる「池田町下水道基本計画」を
策定、平成４年の農業集落排水事業から始まり、平成6年の公共下水道事業、平成１
０年の特定環境保全公共下水道事業と整備がなされ、適宜状況の変化に対応した見
直しを行いながら平成１５年に面整備が完了しました。 
生活排水エリアマップ2022では、持続可能な生活排水施設の観点から経営計画

を長期にわたって検討した上で、施設配置や統合などを含め将来のマップを作成し
ました。 

生活排水エリアマップ 2022（概要図） 

■「生活排水エリアマップ 2022」の概要 
【現在】・池田処理区（公共）と南部処理区（特環）は両地区とも高瀬浄水園にて処理。 
     滝沢花見地区（農集排）、会染北部（農集排）２地区は、H22公共下水道 

池田処理区に統合しました。 
【短期】 
【長期】・大北広域で汚泥の共同処理を検討（維持管理費の削減による経営の合理化） 

・犀川安曇野流域下水道への接続を検討。 

会染北部地区 

（農集排） 

滝沢花見地区 

（農集排） H22 農集は公共へ統合 

 
Ｔ  

Ｔ 

 
Ｔ 

高瀬川 

池田処理区 

（公共） 

南部処理区 

（特環） 

４－８－17



■池田町「水循環・資源循環のみち 2022」構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アクションプランへの取組 

生活排水施設の統合について 

防災・減災対策への取組 

（1）未普及地域への取組 
 下水道整備計画区域内は整備が完了しており、個別処理区域への取組を行います。 

 
（2）浄化槽整備に関する取組 

 現在下水道整備されていない山間部が浄化槽整備エリアとなるが、この地域においては、 
旧来からの家屋が多く、ほとんどの場合、後継者は市街地へ住むようになり、高齢世帯と 
なっています。建替え等があれば「合併浄化槽に…」ということも考えられますが、 
若者が戻ってきて住むことは皆無に等しいため現状は厳しい状況となっています。 

 
 ・普及促進のための取組 

 引き続き、地道な啓蒙活動を継続して行います。 

■統合の経緯について 
当町の汚水処理範囲は、市街地を中心とした公共下水道地区1ヵ

所と東側山麓の農集排2ヵ所となっていました。 
各地区は近接していますが、農業用水路への家庭雑排水の流入に

よる農作物保護の観点から農集排を優先して実施し、その後公共下
水道が供用開始。平成１５年度までに面整備が終了しました。 
 
 その後、人口減少や節水意識の向上により使用料収入が減り、各
処理施設の経営状況が悪化してきたことや、供用開始から13年以
上が経過した農集排処理施設の更新計画立案期に入ったことから、
機能の維持継続と町の財政状況を検討しました。その結果、各施設
を統合合理化することにより、効率的施設運営を図る方針となった
ため、H22農集排2地区を公共下水道に統合しました。 
 

（1）地震被害想定への取組 
 ・南部処理区は液状化の危険度がやや高いが、耐震化がされています。今後は、一部耐震化

がされていない管路について、更新に合わせて改築します。 
 
（2）地震対策の取組 
 ・処理場は耐震化されており、管路についても一部を除き、耐震化が完了しています。Ｈ26

には下水道ＢＣＰを策定しました。 
今後は、改築更新に合わせて液状化対策等の耐震化を行います。発災後は下水道BCPに基
づき、町災害対策本部を中心に対応します。 

 
（３）浸水被害想定への取組 
 ・処理場は耐水化計画を策定し、水処理機能が維持できるよう対応します。 

公共下水道 会染北部

農集排 

滝沢花見 

農集排 

 
Ｔ 

 
Ｔ 

 
Ｔ 
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■池田町「水循環・資源循環のみち 2022」構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

池田町『バイオマス利活用プラン 2022』 

令和 4 年度策定   

 池田町の生活排水施設から発生する汚泥（バイオマス）は、施設毎の個別処理とな
っており、その処理処分は主に産業廃棄物として県外のセメント工場に搬出されて
います。その経費は経営にとって負担が大きくなっています。 
このため、「バイオマス利活用プラン2022」では、バイオマスを大北広域で集約

化し、経費節減を図っていくとともに、バイオマスの利活用、地産地消を目指すこと
としています。 

 

池田町におけるバイオマス利活用プラン 

「池田町」バイオマス利活用プラン 

■汚泥処理の現状 
・当町ではH22に農業集落排水処理2ヵ所を公共下水道に統合しました。現在は1ヵ所で水処
理を行い、脱水処理をした後、脱水ケーキの状態で陸上輸送により処理業者へ搬出していま
す。搬出後は焼却処理をし、セメント原料及び炭化肥料として再利用されています。 

【現在】 ・公共下水道は、脱水汚泥をセメント原料化及び炭化肥料に再利用されています。 
民間委託による有効利用（セメント原料化、炭化肥料） 

     ・し尿、浄化槽汚泥 
穂高広域施設組合により焼却・埋め立て処理をしています。 

【長期】 ・大北広域汚泥協により集約処理を検討します。 
     ・し尿、浄化槽汚泥の下水道受け入れを検討します。 
     ・大北広域圏における汚泥の効率的な集約処理を行います。 
     ・犀川安曇野流域下水道への接続を検討します。 

池田町バイオマス利活用アクションプラン 

■アクションプラン 
Ｈ22の農集排の統合により、集合処理の汚泥は全量が有効利用されるようになりました。現状
を維持し、さらに運転管理による汚泥の減量化を図ります。 

池田町バイオマス発生量予測 

■発生汚泥量 
【現在】 
農集排を公共下水に統合したため、公共処
理場の汚泥量はわずかに増加しましたが、
2つの処理場が廃止となるため、この分の
汚泥量が減少しています。 
 
【長期】 
処理場の処理能力を勘案して、し尿等の受
入れ処理を検討します。 

 

年 度 

汚 

泥 

量 

総汚泥量 

浄化槽・し尿 農業集落排水 

下 水 道 

汚 

泥 

量 

汚 

泥 

量 

汚 

泥 

量 

年 度 

年 度 年 度 
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■池田町「水循環・資源循環のみち 2022」構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H22 R5 R9 R14 R34 

構想期間 R4(2022)～R34(2052) 

短期(2027) 中期(2032) 長期(2052) 

タイムスケジュール 

し尿等 

下水道受入 

 

濃縮汚泥 
トラック輸送 

池田処理区 

（公共下水道

事業） 南部処理区 

滝沢花見農集 

会染北部農集 

し尿 

浄化槽 

公共 

処理 

場 

にて 

一体 
処理 
検討 

 
 
 

資源 
利用 
検討 

下水汚泥の 
広 域 

処理検討 

統合 
水
循
環

・
資
源

循
環
の

み
ち
２

０
１
０ 

下水汚

泥の大

北広域

処理を

検討 

現状 

【現在】・大北地域下水汚泥広域処理促進協議会にて有効な手法を検討しています。 
【長期】・大北広域圏において汚泥の集約処理を検討します。 
【将来】・炭化等に処理し、火力発電所等で化石燃料の代替として利活用します。 

短期 中期 長期 将来 

各市町村 
↓ 

個別処理 
↓ 

利活用 

各市町村 
↓ 

個別処理 
↓ 

利活用 

各市町村 
↓ 

個別処理 
↓ 

利活用 
 

集約処理 
↓ 

固形燃料化 
↓ 

利活用 

全汚泥集約 
↓ 

固形燃料化 
↓ 

利活用 

大北地区の広域的なバイオマス利活用プラン 

2010 
構想策定 

今回 
見直し 

R4 
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■池田町「水循環・資源循環のみち 2022」構想 
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池田町『経営プラン 2022』 

令和 4 年度策定   

 池田町では、平成15年には面整備が全て終了しています。その経営状況は、令和
2年度に公営企業化を行い、使用料収入及び、一般会計からの負担金により賄われて
います。 
このため、将来にわたって持続可能な経営を検討していく必要があり、50年先の

状況まで見通した上で、構想の策定目標年度の３０年後までにできる改善計画を検
討し、「経営プラン2022」を策定しました。 

 

池田町における生活排水の経営計画 

【現状】 
・人口、水量の推移 
 当町の行政人口は、平成11年をピークに年１％の減少となっていますが、世帯数は１％の増
加傾向にあることから、核家族化の傾向にあると言えます。水道の使用量は、節水型器具の発
達や節水意識の向上により１戸当り日平均0.1㎥の減となっており、令和2年度末は水洗化率
93％に達し、過去3年における下水流入水は95万㎥で横ばい傾向です。 
・使用料収入予測 
 人口の減少や有収水量減少に伴い、今後の使用料収入は減少していくと見込まれます。 
【今後】 
・使用料収入 

 料金改定による適正価格の維持 
  滞納整理の強化、催告書の発送 
・管理経費 
  包括的民間委託を継続し、さらなる経費削減に努めます。 
  将来的には管理業務委託の共同化も視野に入れ管理方法を選択します。 

経営計画 

 

H12 H22 R4 R9 

管理運営費 A=C+D 

使用料収入 B 

起債償還額 C(Eの起債償還額) 

維持管理費 D 

建設費     E 

R42 

構想期間 R4(2022)～R34(2052) 

短期 
(2027) 

中期 
(2032) 

長期 
(2052) 

A 

B 

C 

D 

E 

池田町経営計画アクションプラン 

■経営計画のアクションプラン 
Ｈ22に農集排を統合し、維持管理費が削減できました。運転管理についても包括的民間委託

を行っており、引き続き現状を維持し、経費削減に努めます。 

R34 R14 

今回 

見直し 

2010 

構想策定 
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■池田町「水循環・資源循環のみち 2022」構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広域化による管理経営 

【長期】将来的には管理業務委託の共同化も視野に入れ管理方法を選択します。 

経営基盤の向上対策 

【現状】 
処理場は包括的民間委託により管理委託しています。 
Ｈ22には農集排を公共下水道に統合しました。会染北部地区浄化センターは廃止とし、
滝沢花見地区浄化センターはポンプ場に改修しました。これにより処理に係る管理経費、
電気料、汚泥処理費等約600万円の削減ができました。 

【中期】 
  ３年毎の池田町水道使用料等審議会で適切な使用料金を審議し、支出に見合った料金  

への改定を行います。 
【長期】 
  隣接市町村と管理業務委託の共同化を検討します。共同化により経費削減が見込まれる事

項は積極的に共同化を図ります。 
  最終的には犀川安曇野流域下水道への接続を検討します。 

大町市 

松川村 

白馬村 

小谷村 

 

「池田町」 

H22 R4 R9 R14 R34 

構想期間 R4(2022)～R34(2052) 

短期 
(2027) 

管
理
業
務
委
託
の
共
同
化
を
検
討 

中期 

(2032) 

長期 

(2052) 

2010 

構想策定 

周辺市

町村と

の共同

化 

 

農集排 
滝沢花見 

公共下水道 

農集排 
会染北部 

包
括
的
民
間
委
託 

統合 
汚
泥
処
理
の
共
同
化
を
検
討 

支出に見合った使用料の改定 

タイムスケジュール 

 

犀
川
安
曇
野
流
域
下
水
道
へ
の
接
続
を
検
討 

今回 
見直し 
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■池田町「水循環・資源循環のみち 2022」構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状把握 効果検証結果 見直し方針 

令和２年度末現在の各指標は

次のとおりです。 

Ａ指標 92％ 

Ｂ指標 60％ 

Ｃ指標 91％ 

Ｄ指標 99％ 

Ｅ指標 82％ 

Ｆ指標 60％ 

 

 

①指標 55 人 

②指標 77％ 

③指標 99.9％ 

④指標 93％ 

⑤指標 60％ 

⑥指標 83％ 
 

Ａ、Ｂ、Ｃ、D 指標は、目標

どおり進んでいます。 

Ｅ指標は、発生汚泥の約半数

を県外に搬出していることか

ら目標値に達していません。 

Ｆ指標は、令和 2 年度の公営

企業会計への移行直後のため

目標値に達していません。 

 

 

①指標を変更 

②目標どおり進んでいます 

③指標を変更 

④目標どおり進んでいます 

⑤目標どおり進んでいます 

⑥指標を変更 

令和 34 年の目標 

Ａ指標は、９6％から９9％ 

Ｂ指標は、63％から 92％ 

Ｃ指標は、99％から 91％ 

Ｅ指標は、88％から 83％ 

に、それぞれ変更します。 

 

 

 

 

①処理区域内の未加入人口目

標を 25 人に設定。 

③指標を使用料収納率として 

 99.99％に設定。 

⑥指標を有収率として 89％

に設定。 

 

現状把握と効果検証 

■池田町「水循環・資源循環のみち２０１5」構想の見直しに当たり、事業者が構想における
現状把握と効果検証を行いました。その結果は次のとおりです。 
また、その結果を基に今回見直しを行いました。 
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■松川村「水循環・資源循環のみち 2022」構想 
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 ○○町は、中心部に○○川が流れその川を中心とした自然環境豊かな宿場町とし
て発展してきました。 

この自然環境や水環境を後生に残すため、平成○年から生活排水対策（下水道、
農集排、浄化槽）を進めてきましが、人口減少や高齢化の進展など社会情勢の変化
への対応が求められています。 

また、生活排水施設は、機能の維持や利用者である住民の皆様の利便性や快適性
を持続していくため、今後とも適切な維持管理のもと運営を行っていく必要があり
ます。 
 このため、50 年先を見据えた経営計画に基づき、処理場の統合、汚泥処理の集約
化、維持管理の効率化等を検討し、生活排水施設の持続的な運営と良好な水と資源
の循環を目指すため、20 年後までの生活排水対策の構想である「○○町 水循環・
資源循環のみち２０１０」を策定しました。 

松川村『水循環・資源循環のみち２０２２』構想 

令和４年度策定  

 松川村は、北アルプスの山麓に広がるのどかな田園地帯で、アルプスを源とする髙瀬川、乳川、

芦間川、穂高川のそれぞれ一級河川に囲まれています。 

この自然環境や水環境に恵まれた地を後生に残していくため、平成７年度から下水道の整備を

始めました。平成９年度からは下水道終末処理場「松川浄水苑」の建設も行い、平成１２年10月

からは実際に下水道の供用も開始し、下水道供用区も概成しており、接続率も堅調に増加していま

す。 

しかし、松川浄水苑・下水道管渠の老朽化に伴う維持管理等の経費の増額、少子高齢化社会に伴

う利用者の減少により、運営方法の見直しが必要な時期となっています。 

 このため、2010 年から 50 年先を見据えた経営計画に基づき、汚泥処理の集約化、維持管理

の効率化等を検討し、生活排水施設の持続的な運営と良好な水と資源の循環を目指すため、令和４

年度に従来の構想を見直して、30 年後までの生活排水対策の構想である「松川村 水循環・資源

循環のみち２０２２」を策定しました。 

松川村の指標と目標 

利用者(住民) 

の立場から 

見た指標 

事業者(市町

村)の立場か

ら見た指標 

長期目標(R34)
(2052 年)目標

中期目標(R14) 
(2032 年)目標 

短期目標(R9) 
(2027 年)目標

現状(R2) 
(2020) 

松川村では、構想の長期目標年度である30年後までに向けて、利用者（住民）の立場から見
た指標と事業者から見た指標として、県下の統一指標のほか、当村の現状を把握した上で、オ
リジナル指標を設定し、短期、中期、長期の目標を以下のとおり設定しました。 

■利用者（住民）の立場から見た指標   ※指標の数字はR2→R9→R14→R34を表す 
（1）暮らしの快適さと安全を表す評価項目 

A 快適生活率(%)：92.1→94.4→95.5→95.7 【県下統一指標】 
 ※下水道・浄化槽の接続率 
①集合処理区域内の普及率(%)：98.9→99.0→99.1→99.2  
 ※村全人口に対する、下水道が整備されている区域内人口の比率 

（2）環境への配慮を表す評価項目 
Ｂ環境改善指数(%)：61.0→６６.0→７０.0→７８.0 【県下統一指標】 
 ※身近な河川がきれいになったと実感できる指数 
②ゴミ拾い・河川清掃参加者指数：5.0→76.8→79.0→86.1 
 ※村の全戸数に対して、毎年実施しているゴミ拾い・河川清掃の参加者数の比率 

（3）生活との関連性を表す評価項目 
Ｃ情報公開実施指数(%)：66.7→68.8→72.9→100.0 【県下統一指標】 
 ※広報、ホームページ等による情報公開指数 
③使用料納付率（％）：91.9→93.1→93.3→94.2 
 ※行政世帯数に対して、料金を納付している世帯の比率。 

Ａ 

① 

Ｂ 

② 

Ｃ

③

Ｄ 

④ 

Ｅ 

⑤ 

Ｆ

⑥
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■松川村「水循環・資源循環のみち 2022」構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■事業者（市町村）の立場から見た指標 
（1）事業の達成度を表す評価項目 

Ｄ汚水処理人口普及率(%)：99.4→99.6→99.7→99.8 【県下統一指標】 
 ※下水処理区域内人口と浄化槽設置人口の合算の割合 
④下水道接続率(%)：92.1→94.1→95.4→100 
 ※下水道処理区域内人口に対する処理区域内の接続人口の比率 

（2）環境への貢献を表す評価項目 
Ｅバイオマス利活用率(%)：100.0→100.0→100.0→100.0 【県下統一指標】 
 ※発生汚泥の活用の割合 
⑤放流水基準に対する放流水質（％）：81.7→82.0→82.3→83.0 

  ※放流水基準（ＢＯＤ30）に対する放流水質（年平均）の度合 
（3）経営改善の状況を表す評価項目 

Ｆ経営健全度(%)：70.0→70.0→72.0→100.0 【県下統一指標】 
 ※生活排水処理全体における経営状況の指数 
⑥維持管理費回収率：116.4→100.0→100.0→100.0 
 ※下水道汚水の処理に係る維持管理費（年間）に対する、使用料収入の比率 

住民参画への取組 

きれいな水を保全していくために、公共下水道への接続に協力し、また村内河川の清掃作業等

にも積極的に参加する。 

アクションプランへの取組 

当村においては、既に整備済み（概成）となっています。 
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■松川村「水循環・資源循環のみち 2022」構想 
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生活排水エリアマップ 2022（概要図） 

松川村『生活排水エリアマップ 2022』 

令和４年度策定  

松川村の生活排水施設整備は、平成3年に作成したエリアマップを基本とし、平成７年
の公共下水道の整備から現在に至るまでの間、適宜状況の変化に対応した見直しを行い、
整備が進んできました。 

生活排水エリアマップ2022も引き続き持続可能な生活排水施設の観点から経営計画
を長期にわたって検討した上で、ほぼ現在の形が整備完了したものとなっており、これ
をエリアマップとして記しました。 

流

入 

 

一部安曇野市へ流入 
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■松川村「水循環・資源循環のみち 2022」構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■「生活排水エリアマップ 2022」の概要 
【短期】下水道処理区域外は個人設置型浄化槽により生活排水を適切に処理する 
【中期・長期】圏域を超えた処理区との広域化・共同化に向けて検討・協議を進める 

アクションプランへの取組 

防災・減災対策への取組 

平成12年度で概ね下水道整備は完了しました。今後は、国及び県の補助金を活用し設置者の
負担を軽減するなどして個別処理区域における浄化槽整備を進めるとともに、普及を図ってい
きます 

（1）地震被害想定への取組 
 松川村は、糸魚川—静岡構造線上に位置し、周辺部でＭ6～7クラスの大規模な地震が起こる
可能性が高い地域です。昭和61年から62年にかけて実施された地震対策基礎調査で被害を想
定したところ、ひとたび善光寺地震クラスの地震が発生すると、その規模・発生場所にもより
ますが、相当な被害が予想されます。その為、管路の耐震化の検討を行います。 
（２）浸水被害想定への取組 
 処理場は浸水想定外となっています。また、浸水の恐れのあるマンホールポンプ場2箇所に
ついては下水道耐水化計画を策定しました。 
（３）防災・減災対策の取組 
 発生した時に備え、下水道機能の継続、早期回復を行うため、平成２６年度には、松川村下
水道ＢＣＰを作成しました。また、平常時から災害に備えるため公共施設をはじめ耐震診断等
を行い、結果によっては耐震補強を行うなど今後の地震防災体制の強化を図っていきます。 
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■松川村「水循環・資源循環のみち 2022」構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

松川村『バイオマス利活用プラン 2022』 

令和４年度策定  

松川村の生活排水施設から発生する汚泥（バイオマス）は、それぞれの個別処理と
なっています。その処理・処分は主にコンポスト化され、処理・再生されています。 

今回、「バイオマス利活用プラン2022」では、周辺市町村と共同しバイオマスの
利活用、共同処理を目指すこととしています。 

松川村におけるバイオマス利活用プラン 

「松川村」バイオマス発生量予測 

「松川村」バイオマス利活用プラン 

【現状】セメント原料・肥料化（下水道汚泥） 
    焼却（し尿汚泥） 
【目標】広域化による汚泥の集約処理 

【特定環境保全公共下水道】 
人口減少に伴い汚泥量は減少していきます。 
 
【浄化槽・し尿】 
水洗化人口の増加や、人口減少に伴い汚泥量は減少すると予測しています。 

【短 期】脱水汚泥の減量化を図る 
【中長期】広域間連携等によるバイオマス利活用の検討、協議を行う。 

松川村バイオマス利活用アクションプラン 

中期目標の令和14年度まで、現在から処理方法が大きく変わらないと予想されるため、引き続
き利活用100％を維持してきます。 
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■松川村「水循環・資源循環のみち 2022」構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【短期】県内利活用と広域化の検討 
【中期】有効な区域化地域内の自治体間の汚泥集約処理について協議、検討 
【長期】有効な広域化地域においてバイオマス広域集約（肥料、固形燃料などへの再資源化）

大地区の広域的なバイオマス利活用プラン 

【広域化の対象地域について】 
大町市・池田町・松川村が広域化を検討する対
象地域となりえますが、流域での検討進める上
で、3市町村の南に位置する安曇野市も検討範
囲と考えられます。 
 
【広域処理により考えられるメリット等】 
・汚泥処理業者と広域の一括契約をすること

で、処理単価の低減が図れる可能性がありま
す。 

・髙瀬川流域で管路による一箇所への集中処理
が可能となれば、汚泥等の集約処理により、
処理量の低減・処理費の節減・処理施設の維
持管理費の軽減などが大幅に図れる可能性
があります。 

「広域」バイオマス利活用プランマップ 

広域化範囲の検討 

松川村 

大町市 

池田町 

広域化範囲 

安 曇 野

髙瀬川

近隣市町村広域バイオマス利活用プラン

Ｒ42H22 Ｒ5 Ｒ9 Ｒ14 H34 

構想期間 R4(2022)～Ｒ34(2052) 

短期(2027) 中期(2032) 長期(2052) 

スケジュール 

有効な区域化地
域内の自治体間
の汚泥集約処理
について協議、

検討 

大町市・池田町 

松川村 

近隣市町村 

脱セ 

脱セ 

脱セ 

県内利活用と
広域化の検討 

有効な広域化
地域において
バイオマス広

域集約 

R4 

今回見直し
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■松川村「水循環・資源循環のみち 2022」構想 
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1,000.0

1,500.0

2,000.0

2,500.0

Ｈ12 Ｈ22 R4 R14 R34 R42

管理運営費(A+B) 使用料収入 起債償還額 A 維持管理費 B 建設費

単位：百万円

松川村『経営プラン 2022』 

令和４年度策定  

 松川村では、平成12年に公共下水道が供用開始し、既に村内全域が供用開始済みとな
っています。その経営状況は、使用料収入の他、一般会計からの繰入れにより賄われてい
ます。 

このため、将来にわたって持続可能な経営を検討していく必要があり、２０１０年か
ら50年先の状況まで見通した上で、構想の長期目標年度である30年後の令和34年度ま
でに実現可能な改善計画を検討し、「経営プラン2022」を策定しました。 

松川村の下水道整備は、平成7年度から平成19年度までの間に約160億円を費やし、ほぼ村
内全域への普及が終了しました。処理場の維持管理については、（公財）長野県下水道公社へ
包括外部委託を行うことで、民間事業者による創意工夫やノウハウを活用した効率的かつ効果
的な運営が行えており、維持管理費用を抑えることができています。 

松川村の将来にわたる経営計画の中心となるのは、下水道施設の管理や維持・耐用年数によ
る再構築などです。建設改良については、ストックマネジメント計画等を策定していく予定で
あり、将来必要となる経費を見据えながら処理場及び管渠の計画的かつ平準化された更新工事
を実施していきます。 

今後は、維持管理の効率化による経費の抑制、ストックマネジメントによる計画的な更新工
事の実施により安定した経営を継続していくとともに、広域化・共同化による維持管理費の更
なる縮減を周辺自治体と協議し、検討していきたいと考えます。 
 

経営計画 

松川村における生活排水の経営計画 

 ストックマネジメント計画を策定し、計画的に設備の更新を実施することで、年度毎の支出
額の平準化に取り組み、経営健全化を図ります。 

松川村経営計画アクションプラン 

構想期間 R4(2022)～Ｒ34(2052) 

今回見直し
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■松川村「水循環・資源循環のみち 2022」構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経営基盤の向上対策 

・現状の把握（一人当たりの運営費、一人当たりの負担額など） 
・人口減少を鑑み、定期的な経営戦略の見直しや使用料改定の検討 
・処理区域での接続促進への取組（通知等） 
・経営の明確化への取組（ホームページ・広報等を通じ情報を公開） 

 

広域化による管理経営 

【短期】維持管理の広域化の範囲、方法について検討 
【中期】有効な広域化地域内の自治体間での最適な方法について協議、検討 
    ソフト面に対する広域化について検討 

・下水道施設の維持管理 ・汚泥処理の一括契約 
【長期】広域的な維持管理 
    ハード面に対する広域化について検討 

・終末処理場などの施設統合 ・管路の接続 

構想策定

(2010) 

「松川村」 

H22 H27 Ｒ9 Ｒ14 Ｒ34 

構想期間 R4(2022)～Ｒ34(2052) 

短期

(2027)

スケジュール 

（特環） 

中期

(2032)

長期 

(2052)
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今回見直し
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■松川村「水循環・資源循環のみち 2022」構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

指標 

現状把握 

（令和 2 年

度末現在）

効果検証結果 見直し方針 

Ａ：快適生活率 92.1 
Ａ指標は目標どおり進ん

でいます。 
Ａ指標は、目標どおり進めます。 

①集合処理区内の普及率 98.9 
①指標は目標どおり進ん

でいます。 
①指標は、目標どおり進めます。 

Ｂ：環境改善指数 61 
Ｂ指標は目標の 72 に達

していません。 

身近な河川の環境把握の強化に取

り組みます。 

②ごみ拾い・河川清掃参

加者指数 
4.97 

目標の 77 に達していま

せん。 

新型コロナウイルスの影響を考慮

し、目標達成に向けて取り組みま

す。 

Ｃ：情報公開実施指数 66.7 
目標の 68.9 に達してい

ません。 

Ｃ指標は、公開する情報量を増や

す等の情報公開を強化します。 

③使用料納付率 91.95 
目標の 98.6 に達してい

ません。 

③指標は目標数値を見直し、目標

達成に向けて取り組みを進めいき

ます。 

Ｄ：汚水処理人口普及率 99.4 
目標の 99.6 に達してい

ません。 
Ｄ指標は、目標どおり進めます。 

④下水道接続率 92.5 
④指標は目標どおり進ん

でいます。 
④指標は、目標どおり進めます。 

Ｅ：バイオマス利活用率 100 
Ｅ指標は目標どおり進ん

でいます。 
Ｅ指標は、目標どおり進めます。 

⑤放流水基準に対する放

流水質 
63 

⑤指標は目標どおり進ん

でいます。 
⑤指標は、目標どおり進めます。 

Ｆ：経営健全指数 30 

目標の 98 に達していません

が、当村は起債元利償還を含め

た管理運営費全体を使用料収入

のみで賄うことは困難であり、

繰入金などが必要となるため、

当初の数値誤りと考えます。 

Ｆ指標は、目標数値を見直し、目

標達成に向けて取り組みを進めて

いきます。 

⑥維持管理費回収率 116 
⑥指標は目標どおり進ん

でいます。 
⑥指標は、目標どおり進めます。 

 

現状把握と効果検証 

■松川村「水循環・資源循環のみち２０１５」構想の見直しに当たり、事業者が構想における
現状把握と効果検証を行いました。その結果は次のとおりです。 
また、その結果を基に今回見直しを行いました。 
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■白馬村「水循環・資源循環のみち 2022」構想 

 

 

  

 

白馬村では、構想の長期目標年度である 30 年後の令和 34 年度に向けて、利用者（住民）の

立場から見た指標と事業者から見た指標として、県下の統一指標の他、村の現状を把握した上で、

オリジナル指標を設定し、短期、中期、長期の目標を以下のとおり設定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白馬村『水循環・資源循環のみち 2022』構想 

令和 4 年度策定 

 

 
白馬村は長野県の北西部に位置し、南は佐野坂峠で大町市と、西は後立山連峰を構成

する白馬連峰により富山県と、北は小谷村、東は長野市・小川村とそれぞれ隣接してい

ます。村の南部から北部へ曲折しながら流れる姫川は、白馬村の南端佐野坂に源を発し、

東西より流れる谷地川・平川・松川・楠川などの支流と合流し、遠く日本海へ及んでお

ります。 

この自然環境や良好な水環境を後世に残すため、生活排水対策（下水道、農集排、浄

化槽）に取り組んできましたが、人口の減少や高齢化の進展など社会情勢の変化への対

応が求められているところです。 

また、生活排水施設は、機能の維持や利用者である住民の皆さまの利便性や快適性を

持続していくため、今後とも適切な維持管理のもと運営を行っていく必要があります。 

このため、2010 年から 50 年先を見据えた経営計画に基づき、処理場の統合、汚泥

処理の集約化、維持管理の効率化等を検討し、生活排水施設の持続的な運営と良好な水

と資源の循環を目指すため、令和４年度に従来の構想を見直して、30 年後までの生活

排水対策の構想である「白馬村 水循環・資源循環のみち 20２２」を策定しました。 

利用者（住民）

の立場から見た

指標 

事業者（白馬 

村）の立場から

見た指標 

白馬村の指標と目標 
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■白馬村「水循環・資源循環のみち 2022」構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)生活排水エリアマップ 2022 

下水道、農業集落排水施設は概成しており、未整備地域は生活排水エリアマップに基づき、

浄化槽による早期整備を進めます。 

また、し尿処理場の老朽化に伴い、下水道へのし尿等の下水道への投入を検討し、効率的な

施設管理を行います。 

■利用者（住民）の立場から見た指標  ※指標の数字は R2→R9→R14→R34 を表す 

（1）暮らしの快適さと安全を表す評価項目 

①快適生活率(%)：63.2→66.0→69.0→75.0 【県下統一指標】 

 ※指標の解説は第１章 P5 のとおり 

②未整備地域における普及率(%)：89.4→92.0→94.0→98.0 

 ※下水道が未整備の地域における浄化槽の整備済人口の割合を表します。 

（2）環境への配慮を表す評価項目 

③環境改善指数(%)：60.0→68.0→76.0→90.0 【県下統一指標】 

 ※指標の解説は第１章 P5 のとおり 

④浄化槽法定検査受験率目標達成率：81.6→85.0→100.0→100.0 

 ※浄化槽法で定められた 11 条検査の受検率の目標値を 80%とした場合の達成率を示しま

す。(算出式=100×11 条検査受験率÷80) 

（3）生活との関連性を表す評価項目 

⑤情報公開実施指数(%)：39.2→45.0→55.0→70.0 【県下統一指標】 

 ※指標の解説は第１章 P5 のとおり 

⑥使用料収入率(%)：97.3→97.5→98.0→99.0 

 ※下水道使用料の収入予定額に対する実際の収入額の割合を示します。 

■事業者（市町村）の立場から見た指標  ※指標の数字は R2→R9→R14→R34 を表す 

（1）事業の達成度を表す評価項目 

①汚水処理人口普及率(%)：98.2→98.5→99.0→100.0 【県下統一指標】 

 ※指標の解説は第１章 P5 のとおり 

②下水道処理区域内水洗化率(%)：82.3→85.0→90.0→95.0 

 ※下水道処理区域内の下水道への接続率を示します。 

（2）環境への貢献を表す評価項目 

③バイオマス利活用率(%)：100.0→100.0→100.0→100.0 【県下統一指標】 

 ※指標の解説は第１章 P5 のとおり 

④浄化槽適正管理率：89.5→92.0→95.0→99.0 

 ※検査受験浄化槽のうち、維持管理が適正またはおおむね適正であった割合を示します。 

（3）経営改善の状況を表す評価項目 

⑤経営健全度(%)：100.0→100.0→100.0→100.0 【県下統一指標】 

 ※指標の解説は第１章 P5 のとおり 

⑥有収率(%)：72.1→83.0→88.0→90.0 

 ※料金収入の対象となる年間流入量に対する処理場への年間流入量の割合を示します 

アクションプランへの取組 

４－８－34



■白馬村「水循環・資源循環のみち 2022」構想 

 

(2)バイオマス利活用プラン 2022 

汚泥処理の効率化や資源の有効利用を図るため、バイオマス（汚泥）の一元化、処理の広域

化を推進します。 

(3)経営プラン 2022 

   厳しい財政状況の中、収納率の向上と接続率のアップにより安定した収入を確保するととも

に、コスト縮減等を図るため、改築更新事業の平準化など計画的かつ効率的な事業運営を行い

ます。 

 

 

 

 白馬村では、経営計画に基づき構想の具現化及び目標達成のため、短期、中期、長期及び超長

期にわたっての施設計画等のタイムスケジュールを以下のとおりとしています。 

 

白馬村処理区

（公共）

東部処理区

（農集排）

野平処理区

（農集排）

管路延長の検討

浄化槽

し尿
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H22

構想期間　R4(2022)～R34(2052)

R4

2010

構想策定

短期

(2027)

中期

(2032)

長期

(2052)

今回

見直し
 

 

 

 

行政広報紙のほか、行政ホームページやケーブルテレビを通じ、下水道を中心とした生活排水

処理に関する情報を公表してきました。また、小学生の社会見学として施設を見学してもらい、

汚水処理の重要性の啓発を図りました。 

 これまでの取組を基本としますが、取組を検証し、下水道接続率の向上と更なる水環境の重要

性を広くご理解いただけるよう啓発活動を行います。 

 

 

 

 遠く日本海へ流れいく姫川最上流部に暮らす者の責務として、水環境への意識の高揚を図ると

ともに、事業の見える化を図り、地域全体でその気運を高めたいと考えます。 

住民の参画への取組 

施設計画のタイムスケジュール 

そ の 他 
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■白馬村「水循環・資源循環のみち 2022」構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白馬村『生活排水エリアマップ 2022』 

令和 4 年度策定 

 

 

 

 

白馬村の生活排水施設整備は、平成元年の公共下水道事業から始まり、平成 3

年のエリアマップを基本とし、適宜状況の変化に対応した見直しを行い、整備が

進んできました。 

生活排水エリアマップ 2015では、持続可能な生活排水処理に係る村民へのサー

ビス提供のため、長期にわたって検討した上で、施設の統合や整備手法の変更を

行いました。（なお、詳細図については、別添図を参照） 

■「生活排水エリアマップ 2022」の概要 

  ・野平処理区（農集排）については処理方法を検討 

 ・個別処理区域（浄化槽）の早期整備を推進 

 ・し尿等の下水道への投入を推進 

・管渠のストックマネジメント計画による施設の延命化と耐震化 

■将来人口と整備手法別人口                                           単位：人 

整備手法 現状 R2 短期 R9 中期 R14 長期 R34 
下水道 5,405 5,512 5,691 4,869 

農業集落排水   50 49 47 41 
浄化槽 2,943 2,666 2,311 2,046 

汚水処理人口 8,398 8,227 8,049 6,956 
行政人口 8,556 8,352 8,130 6,956 

汚水処理人口普及率(％)  98.2 98.5 99.0 100.0 
 

白馬村の生活排水施設整備は、平成元年の公共下水道事業から始まり、平成 3 年のエ

リアマップを基本とし、適宜状況の変化に対応した見直しを行い、整備が進んできまし

た。 

生活排水エリアマップ 2022 では、持続可能な生活排水施設の観点から経営計画を

長期にわたって検討した上で、施設配置や統合などを含め将来のマップを作成しまし

た。 

生活排水エリアマップ 2022（概要図） 

姫川 

松川 

H26農業集落排水統合済み 
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■白馬村「水循環・資源循環のみち 2022」構想 

 

 

 

（1）未普及地域への取組 

    下水道整備計画区域は、東部地区農業集落排水を統合した現在の供用開始区域とし、個

別処理区域への取組を行います。 

（2）浄化槽整備に関する取組 

下水道整備計画区域以外の未普及地域は、浄化槽での整備により早期の未普及解消に努

めます。未普及解消の取組としては、汲み取り便所やみなし浄化槽からの早期転換につい

て広報紙やケーブルテレビなどを通じて説明を行い、村民の理解を得ていきます。 

また、合併浄化槽設置事業補助金による助成や啓蒙活動を行います。 

 

 

 

白馬村では、平成 26 年度に農業集落排水（東部地区）を公共下水道へ統合しました。これは、

経営状況の健全化、維持管理の効率化を目的としたものです。施設統合は、統合先となる公共下

水道終末処理場の処理能力の余裕、経済比較、住民要望などによる総合的な評価結果より実施し

ました。 

その他には、農業集落排水（野平処理区）が現在供用中ですが、規模が小さく、下水道施設か

らの標高差や距離が離れていることなどから、統合のメリットは小さく、長期的には、施設の改

築更新時期に合わせて合併処理浄化槽への転換も視野に入れています。 

 

 

 

■地震等対策へ向けた取組 

（１）地震被害想定への取組 

   平成 27 年 3 月に公表された『長野県地震被害想定調査報告書』によると、糸魚川－静岡

構造線断層帯の地震の地表震度で、白馬村は最大震度 7 が想定されています。長野県神城断

層地震も経験していることから、幹線管渠の優先的な耐震対策を進めます。 

また、被害想定を広く住民へ周知します。 

 

（２）浸水被害想定への取組 

   現在、1/30（30 年に一度の規模）の浸水被害想定では処理場が浸水する予測はされてい

ませんが、1/1000（1000 年に一度の規模）となるとその想定は最大 3ｍから 5ｍの水深

となります。 

  当面の間は業務継続計画によるソフト面での対応を強化していきます。 

 

（３）防災・減災対策の取組 

・地域防災計画について、防災部局と連携し、随時見直しを行います。 

 ・災害時対策マニュアルの改訂や訓練を行います。 

・周辺市町村・民間事業者との応援協定の締結をはじめとする連携を強化します。 

・令和 2 年度に業務継続計画（BCP）を改訂しました。以降は随時見直しを行います。 

 ・長野県神城断層地震の経験を後世に伝承する取組を行います。 

 

アクションプランへの取組 

生活排水施設の統合について 

防災・減災対策への取組 
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■白馬村「水循環・資源循環のみち 2022」構想 

 

 

 

【汚泥処理の現状と課題】 

   下水処理場及び農業集落排水施設は脱水ケーキを県内でコンポスト化しています。一方、

し尿処理場の汚泥は県内で焼却埋立処分しています。し尿処理場の老朽化、施設ごとの個別

処理による経費増大といった課題解消のため、施設の統合などが必要です。 

【既存の汚泥処理計画の状況】 

   現状の汚泥処理を継続する計画となっており、見直しが必要となっています。 

【年間発生汚泥量と最終処分方法の状況】 

   下水処理場では、水洗化の向上に伴い、発生汚泥量は増加傾向です。し尿処理場の発生汚

泥量は、人口減少、下水道への切り替えにより減少傾向です。 

【し尿及び地域バイオマス発生量の把握】 

   し尿処理場では、汲み取り便所やみなし浄化槽から浄化槽への転換により、世帯当たりの

発生量は増加していますが、人口減少、下水道への切り替えにより、今後は発生量が減少す

る予測となっています。 

 

 

 

し尿処理場のし尿等を下水道に投入する 

計画を R４までに策定します。なお、し尿 

等の投入については、周辺市町村の広域的 

な投入も視野に入れて検討します。 

 

 

  今後、し尿等の投入も視野に入れている 

とはいえ、人口減少により減少傾向を予測 

するが、観光立村であることから、誘客に 

より総汚泥量は横ばい予測としました。 

白馬村『バイオマス利活用 2022』 

令和 4 年度策定 

 
 

 
 

白馬村の生活排水施設系から発生する汚泥（バイオマス）は、施設毎の個別処理とな

っており、その処理処分は主に産業廃棄物として県外のセメント工場に搬出されている

ほか、一部コンポスト化を行っているが、その経費も経営にとっては負担が大きくなっ

ています。 

このため、「バイオマス利活用プラン 2022」では、バイオマスを本村で集約化し、

経費節減を図っていくとともに、周辺市町村と共同しバイオマスの利活用、地産地消を

目指すこととしています。 

白馬村におけるバイオマス利活用プラン 

白馬村バイオマス利活用アクションプラン 

白馬村バイオマス発生量予測 

 

年 度 

汚 

泥 

量 

総汚泥量 

浄化槽・し尿 農業集落排水 

下 水 道 

汚 

泥 

量 

汚 

泥 

量 

汚 

泥 

量 

年 度 

年 度 年 度 

４－８－38



■白馬村「水循環・資源循環のみち 2022」構想 

 

 

 

【短期】 脱水汚泥のコンポスト化（実施済み）、汚泥の広域処理 

【中期】 し尿・浄化槽汚泥の下水道受入れ、コンポストの利活用、広域による集約処理 

【長期】 広域による再資源化 

 

 

 

【現状】・各市町村における個別処理 

【短期】・汚泥の広域処理（集約と利活用）の検討 

【中期】・汚泥の集約処理 

・固形燃料化 

・コンポストの利活用の検討 

【長期】・全汚泥集約 

・資源回収（リン）、エネルギー回収（ガス）、民間事業者とのエネルギー相互利用 

・コンポストの利活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白馬村バイオマス利活用プラン 

大北地域の広域的なバイオマス利活用プラン 
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■白馬村「水循環・資源循環のみち 2022」構想 

 

 

 

■経営計画 

 ・定期的な経営収支計画の見直しを行い、使用料水準の適正化を検討し、民間活力の導入によ

り管理業務の効率化を図ります。 

 

■管理経営の方法 

・管理業務の一元化により維持管理費を縮減します。 

 ・ストックマネジメント計画に基づき、計画的に改築更新を行うことによって整備費用の平準

化を図ります。 

 ・加入促進施策の実施により接続率の向上を進め、収入の安定化に努めます。 

 ・電力の自由化をはじめ、省エネ機器の導入などにより維持管理費の縮減に努めます。 

 

■浄化槽管理の方法 

 ・従来どおり啓発活動により適正管理に務めます。 

 

 

 

令和 10 年度を目途にし尿処理場のし尿等を下水道に投入する計画を策定し、下水処理場の稼

働率向上、し尿処理場の廃止、汚泥処理処分の集約により、維持管理費の削減につなげます。 

また、持続的に管理運営する上で、使用料の適正化について検討を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

白馬村『経営プラン 2022』 

令和 4 年度策定 

 

 
白馬村では、平成 5 年に公共下水道が供用開始して以来、農業集落排水を含め３

処理区が供用開始となりました。その後、平成 26 年度に農業集落排水１処理区を公

共下水道へ統合しました。その経営状況は、使用料収入のほか、一般会計からの繰入

れにより賄われています。また、今後は施設の改築更新事業に係る費用が新たに発生

します。 

このため、将来にわたって持続可能な経営を検討していく必要があり、2010 年

から 50 年先の状況まで見通した上で、構想の長期目標年度である 30 年後の令和

34 年度までに実現可能な改善計画を検討し、「経営プラン 2022」を策定しました。 

白馬村における生活排水の経営計画 

白馬村経営計画アクションプラン 
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■白馬村「水循環・資源循環のみち 2022」構想 

 

白馬村処理区
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（農集排）

野平処理区

（農集排）

管路延長の検討

浄化槽
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R9 R14 R42
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の
一
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化

管
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周辺市町村と汚泥処理の集約化をはじめ、管理業務の共同化、遠方監視制御などについて検討

を進めていきます。 

し尿処理については、処理場の老朽化を鑑み、公共下水道への投入への検討を進めていきます。 

 

 

 

・し尿等の下水道への投入により維持管理費の削減を図ります。 

・包括的民間委託等の導入による運転委託経費の削減を検討します。 

・処理場の消費エネルギーの縮減に努めます。 

・更新時に省エネ機器の導入を行うことによる維持管理費の縮減を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経営計画 

広域化による管理計画 

経営基盤の向上対策 

スケジュール 
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■白馬村「水循環・資源循環のみち 2022」構想 

 

 

 

 

 

 

計画 実績

①快適生活率（％） 93.3 63.2
目標に達していませ
ん。

実効性ある加入促進施
策を実施します。

②未整備地域におけ
　る普及率（％）

96.0 89.4
目標に達していませ
ん。

補助金等の要件を変更
しました。

③環境改善指数 71.0 60.0
目標に達していませ
ん。

目標に達するよう、よ
り河川の環境改善に努
めます。

④浄化槽法定検査受
　検率目標達成率
（％）

80.0 130.6
現状では目標を達成し
ています。

より高い受験率を設定
し、目標達成を目指し
ます。

⑤情報公開実施指数 89.1 39.2
目標に達していませ
ん。

広報等をより積極的に
行います。

⑥使用料収入率（％） 99.0 97.3
目標に近い数値となっ
ています。

目標達成に向け、未納
の解消に努めます。

①汚水処理人口普及
　率（％）

99.6 98.2
目標達成していません
が、整備が進んでいま
す。

加入促進策を打ち出
し、加入件数増に努め
ます。

②下水道処理区域内
　水洗化率（%）

91.8 82.3
目標に達していませ
ん。

加入促進策を打ち出
し、加入件数増に努め
ます。

③バイオマス利活用
   率（％）

89.6 100.0 目標に達しています。
今後も100%で推移さ
せます。

④浄化槽適正管理率
　　　　　　　  （％）

95.0 89.5
目標に達していませ
ん。

広報等を積極的に行
い、適正管理を呼びか
けます。

⑤経営健全度 100.0 100.0 目標に達しています。
当初目標通りに進めま
す・

⑥有収率　　　  （％） 95.0 72.1
目標に達していませ
ん。

不明水調査等を行い、
有収率の向上に努めま
す。

見直し方針

事
業
者
（

白
馬
村
）

の
立
場
か
ら
見
た
指
標

指標

利
用
者
（

住
民
）

の
立
場
か
ら
見
た
指
標

現状把握
（令和2年度末現在）

効果検証結果

 

現状把握と検証 

■白馬村「水循環・資源循環のみち 2015」構想の見直しに当たり、事業者が構想にお
ける現状把握と検証を行いました。その結果は次のとおりです。 
また、その結果を基に今回見直しを行いました。 
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■小谷村「水循環・資源循環のみち 2022」構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   

 

 

 

 

                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○○町は、中心部に○○川が流れその川を中心とした自然環境豊かな宿場町とし
て発展してきました。 
この自然環境や水環境を後生に残すため、平成○年から生活排水対策（下水道、

農集排、浄化槽）を進めてきましが、人口減少や高齢化の進展など社会情勢の変化
への対応が求められています。 
また、生活排水施設は、機能の維持や利用者である住民の皆様の利便性や快適性

を持続していくため、今後とも適切な維持管理のもと運営を行っていく必要があり
ます。 
 このため、50 年先を見据えた経営計画に基づき、処理場の統合、汚泥処理の集約
化、維持管理の効率化等を検討し、生活排水施設の持続的な運営と良好な水と資源
の循環を目指すため、20 年後までの生活排水対策の構想である「○○町 水循環・
資源循環のみち２０１０」を策定しました。 

小谷村『水循環・資源循環のみち２０２２』構想 

令和４年度策定   

小谷村は、長野県の最西北部、姫川の上流部に位置し、面積の89％が森林であり、
姫川を底辺として、標高1,600～2,800ｍの高山に囲まれた村です。 
この自然環境や水環境を後生に残すために、平成2年から生活排水対策（下水道、

農集排、浄化槽）を進めてきました。しかし、人口減少や高齢化の進展など社会情勢
の変化への対応が求められています。 
また、生活排水施設は、機能の維持や利用者である住民の皆様の利便性や快適性

を維持していくため、今後とも適切な維持管理のもと運営を行っていく必要があり
ます。 
 このため、2010 年から 50 年先を見据えた経営計画に基づき、汚泥処理の集約
化、維持管理の効率化を検討し、生活排水施設の持続的な運営と良好な水と資源の
循環を目指すため、令和４年度に従来の構想を見直して、30 年後までの生活排水対
策の構想である「小谷村 水循環・資源循環のみち２０２２」を策定しました。 

小谷村の指標と目標 

利用者(住民) 

の立場から 

見た指標 

事業者(市町

村)の立場か

ら見た指標 

長期目標(R34) 
(2052年)目標 

中期目標(R14) 
(2032年)目標 

短期目標(R9) 
(2027年)目標 

現状(R2) 
(2020) 

小谷村では、構想の長期目標年度である30年後の令和34年度に向けて、利用者（住民）の
立場から見た指標と事業者から見た指標として、県下の統一指標のほか、当村の現状を把握し
た上で、オリジナル指標を設定し、短期、中期、長期の目標を以下のとおり設定しました。 

■利用者（住民）の立場から見た指標 
（1）暮らしの快適さと安全を表す評価項目 
①快適生活率(%)：79.2.→87→91→94 【県下統一指標】 
 ※人口の減少、高齢化により今後大幅な伸びは見込めません。 
②安全指数：70→80→100→100 
 ※河川の状況を知り、身近に感じられることを目標とし水質検査を実施します。 

（2）環境への配慮を表す評価項目 
③環境改善指数(%)：56→95→95→100 【県下統一指標】 
 ※今後も継続的な河川の水質検査を実施。 
④環境改善共感指数：90→90→100→100 
 ※蛍など水生生物の把握と水質検査を実施。 

（3）生活との関連性を表す評価項目 
⑤情報公開実施指数(%)：45.7→70→71→96 【県下統一指標】 
 ※今後も情報公開に努めます。 
⑥住民の意識向上指数：67→88→90→100 
 ※村内河川に生息する生植物を把握し、住民の意識向上を図ります。 
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■小谷村「水循環・資源循環のみち 2022」構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設計画のタイムスケジュール 

■事業者（市町村）の立場から見た指標 
（1）事業の達成度を表す評価項目 
①汚水処理人口普及率(%)：79.2→87→91→94 【県下統一指標】 
 ※特環公共下水、農業集落排水ともに整備済み、今後は浄化槽の普及を目指します。 
②接続率の向上と、浄化槽普及指数：80→83→85→90 
 ※河川水質検査の公表により目標を目指します。 

（2）環境への貢献を表す評価項目 
③バイオマス利活用率(%)：5.3→13.5→100→100 【県下統一指標】 
 ※農集排汚泥、浄化槽汚泥、し尿の一括処理により全量の堆肥化を目指します。 
 ※現在は、委託業者の処分先により変動します。 
④汚泥の農地利用率（%）：5.3→13.5→100→100 
 ※堆肥の村内での状況を表す評価項目。 

（3）経営改善の状況を表す評価項目 
⑤経営健全度(%)：89→98→100→100 【県下統一指標】 
 ※起債の償還については緩やかに減り最終年度100%を目標とします。 
⑥収入の向上と維持管理経費の削減率：32→68→86→100 
 ※特環での汚泥一括処理をし経費の削減に努めます。 

 

小谷村では、経営計画に基づき構想の具現化及び目標達成のため、短期、中期、長期及び超
長期にわたっての施設計画等のタイムスケジュールを以下のとおりとしています。 

住民参画への取組 

 当村では、今後も過疎高齢化が進み下水道接続率、合併処理浄化槽普及率ともに伸び悩むこ
とが予想されます。さらなる啓発活動に努め水環境の重要性を住民の方に理解していただき、
普及率の向上を図ってまいります。 

白馬乗鞍処理区 
（特環） 

雨中処理区 
（農集） 

千国処理区 
（農集） 

土倉処理区 

（農集） 

下里瀬処理区 
（農集） 

R42 H22 R4 R9 R14 R34 

構想期間 R4(2022)～R34(2052) 

短期 
(2027) 

中期 
(2032) 

長期 
(2052) 

農
集
す
べ
て
の
脱
水
汚
泥
を
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
し
特
環
で
再
処
理 

維
持
管
理
の
広
域
化 

水
循
環
・
資
源
循
環
の
み
ち
２
０
１
０ 

構想策定 
(2010) 

構想見直し 

(2022) 
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■小谷村「水循環・資源循環のみち 2022」構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活排水エリアマップ 2022（概要図） 

小谷村『生活排水エリアマップ 2022』 

令和４年度策定   

 小谷村の生活排水施設整備は、平成4年の公共下水道事業から始まり、平成3年の
エリアマップを基本とし、適宜状況の変化に対応した見直しを行い、整備が進んでき
ました。 
生活排水エリアマップ2022では、持続可能な生活排水施設の観点から経営計画を

長期にわたって検討した上で、施設配置や統合などを含め将来のマップを作成しま
した。 

■「生活排水エリアマップ 2022」の概要 
小谷村では、特定環境保全公共下水道事業白馬乗鞍地区、農業集落排水事業雨中・千国・土倉
・下里瀬地区を除いた全地域を浄化槽エリアとしています。 
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■小谷村「水循環・資源循環のみち 2022」構想 

■小谷村処理区 

 浄化槽処理区ですが、過疎高齢化により整備が進まないことや、個々への負担が大きく、

補助金を活用しても整備が進まない地区が多くなってきました。 

 今後は新規と施設の老朽化による更新整備が同等に進むものと予想されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アクションプランへの取組 

生活排水施設の統合について 

地震対策への取組 

（1）未普及地域への取組 
・集合処理（公共・農集）についてはH15年度に終了となり、それを除いた地域が浄化槽
処理区ですが、過疎高齢化により整備が進まないことや個人への負担が大きく、補助金を活
用しても整備が進まない地区が多くなってきました。 
今後は新規と施設の老朽化による更新整備が同等に進むものと予想されます。 

 
（2）浄化槽整備に関する取組 
 ・村として浄化槽での整備を進めることにより生活排水整備を進めやすくなりますが、整備
による経済的負担が少ないことや、過疎高齢化に対しての対応も求められてきます。 

 しかし、経済的支援を村独自で行うことは財政的、公平性の部分から困難であり、新技術の
導入や国県補助金の活用を進めていきます。 

 ・地理的状況から生活排水施設の統合については考えていません。 

地震被害想定への取組 
・平成27年度に特環公共下水道BCPを策定し、令和2年度に改定を行いました。今後、
それを基に農集排・浄化槽についても順次修正・更新を予定しています。 

・令和2年度に特環公共下水道白馬乗鞍浄化センターの耐震診断を行いました。しかし、
耐震診断が済んでいない施設があるため随時事業を行っていきます。 
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■小谷村「水循環・資源循環のみち 2022」構想 
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小谷村『バイオマス利活用プラン 2022』 

令和４年度策定   

 小谷村の生活排水施設系から発生する汚泥（バイオマス）は、事業ごとの個別処理
となっており、その処理処分は約５．３%が堆肥化、その他が未利用で埋め立て処分
となっています。その経費も経営にとっては負担が大きくなっています。 
このため、「バイオマス利活用プラン2022」では、バイオマスを当村で集約化し、

経費削減を図っていくとともに、周辺市町村と共同しバイオマスの利用化、地産地消
を目指すこととしています。 

小谷村におけるバイオマス利活用プラン 

 

「小谷村」バイオマス発生量予測 

「小谷村」バイオマス利活用プラン 

現在特環公共下水道では堆肥化を行っております。農集・浄化槽・し尿については広域によ
る処理施設で処理されていますが、金額等によって堆肥化されたりされなかったりしています。 
その内訳は、下水道汚泥は８.１DS-ｔ、浄化槽汚泥３２.０DS-ｔ、し尿14.3DS-ｔについて
は未利用となっています。 

 小谷村の将来のバイオマス総発生量は
緩やかに減少することを見込んでいます。
今後浄化槽の基数が増えることから、浄化
槽汚泥が増し、し尿が減る傾向にあると考
えています。 
右グラフは、令和20年に総汚泥の特環公
共下水道での一括処理を行った場合を見
込み算出しています。 

 
【短期】 ・汚泥処理の検討会開催。 
【中期】 ・農集排、浄化槽、し尿の下水道受入（集約方法はトラック輸送） 
【長期】 ・発生汚泥の全量堆肥化へ。 

小谷村バイオマス利活用アクションプラン 

 小谷村では、平成27年度から広域施設の老朽化に伴い、現在の施設により行っている事業に
ついての見直しを開始し、特環公共下水道での浄化槽汚泥・し尿の一括処理を含めて検討を始
めました。 

0

20

40

60

R2年 R20年R42年

2.6

2.8

3

3.2

R2年 R20年R42年

0

5

10

R2年 R20年 R42年

0

50

R2年 R20年R42年

４－８－47



■小谷村「水循環・資源循環のみち 2022」構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小谷村『経営プラン 2022』 

令和４年度策定   

 小谷村では、平成12年に公共下水道が供用開始して以来、農集排を含め5処理区
が供用開始済みとなっています。その経営状況は、使用料収入のほか、一般会計から
の繰入により賄われています。 
このため、将来にわたって持続可能な経営を検討していく必要があり、2010年か

ら50年先の状況まで見通した上で、構想の長期策定目標年度の30年後の令和34年
度までに実現可能な改善計画を検討し、「経営プラン2022」を策定しました。 

■経営計画について 
 ・下水道事業においては特環・農集ともに料金収入では事業が行えないため、ほとんどが一
般会計からの繰入金によって賄われています。今後も区域内の人口が減少することから料金
収入の増額は見込めず、一般会計に頼るしかありません。 

 ・現在検討している特環での汚泥の一括処理が実用化されると特環事業での収入の増加は見
込めますが、村としての汚泥に係る処理費用の大幅な減少は見込めません。 

 
■管理経営の方法について 
 ・現在の維持管理方法は、以前までの特環・農集で別々に管理委託から下水道事業の一括委

託に代わっています。今後も一括処理により経費の削減を図ります。 
 
■浄化槽管理の方法について 
 ・浄化槽の管理については従前どおり適正管理についての呼びかけを行っていきます。 

経営計画 

小谷村における生活排水の経営計画 

・平成26年より動き出した汚水処理の合理化の検討を進めていきます。 

小谷村経営計画アクションプラン 
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■小谷村「水循環・資源循環のみち 2022」構想 

 

 

 

 

 

 

 

現状把握と効果検証 

■小谷村「水循環・資源循環のみち２０１５」構想の見直しに当たり、事業者が構想における
現状把握と効果検証を行いました。その結果は次のとおりです。 
また、その結果を基に今回見直しを行いました。 

どおり進んでいます。 

どおり進んでいます。 

どおり進んでいます。 

どおり進んでいます。 

※目標未達成 

※目標未達成 

※目標達成 

計画 実績 

A:快適生活率 71.5 79.2 

Ａ指標は、目標どおり進んでい 
ます。

 
 

今後も目標達成するように努力 
します。 
 

①:安心指数 100 70 

①指標は、目標に達していませ 
ん。原因は河川水質検査の実施 
状況にあります。 

①指標は、平成 27 年度より河 
川水質検査を実施し目標達成に 
努めます。 

B:環境改善指数 74 56 

Ｂ指標は、目標に達していませ 
ん。原因は明確なことから今後 

 

②:環境改善共感指数 92 90  

目標達成まで僅かなため、早急 

 

C:情報公開実施指数 47.1 45.7 

③:住民の意識向上指数 88 67 

③指標は、目標どおり進んでい 
ます。 
  

D:汚水処理人口普及率 81 79.2 

Ｄ指標は、目標の 8１％に達 
していません。原因は高齢化に 
よる接続率の低下と考えられま 
す。 

 

Ｄ指標は、平成 42 年の目標 
100％から 80％に変更し、目 
標達成するように努力します。 
 

④:接続率の向上と浄化槽普及指数 92.9 80   

E:バイオマス利活用指数 9.2 5.3 

Ｅ指標について、特環発生汚泥の 

み活用している状況であり、農集 

⑤:汚泥の農地利用率 65 5.3 

⑤指標は、目標に達していませ 
ん。原因は明確なことから今後 
対応します。 

50ｔから 15ｔに変更し、目標 
を達成するよう努力します。 

F:経営健全度 46 89 

⑥:収入の向上と維持管理経費の削減率 35 32 

⑥指標は、目標に達していませ 
ん。原因は明確なことから今後 
対応します。 

に維持管理効率化等に向け、努 

現状把握 
（令和 2 年度末現在） 

指標 効果検証結果 見直し方針 

対応します。 

②指標は、目標に達していませ 
ん。原因は明確なことから今後 
対応します。 

汚泥も活用し数値改善に努めます。 

Ｆ指標は、目標どおり進んでい 
ます。 

に環境改善に努めます。 

目標達成まで僅かなため、早急 

目標達成まで僅かなため、早急 
に情報公開体制の改善を努めま 

③指標について、今後目標を 
達成するよう努力します。 

④指標について、今後目標を 
達成するよう努力します。 

農集汚泥等コンポスト化を検討 
を行い目標達成するよう努めま 
す。 

今後も目標達成するように努力 
します。 

Ｂ指標について『継続とレベル 
アップへの加算』項目が特に値 
が低いため、改善に取組ます。 

す。 

ます。 

Ｃ指標は、目標に達していませ 
ん。原因は明確なことから今後 
対応します。 

④指標は、目標に達していませ 

ん、原因は明確なことから今後 
対応します。 
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